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無回答
2.1%

男性
41.2%

女性
56.6%

(N=941)

9.4

8.5

20.5

14.7

17.8

17.0

18.0

16.0

19.7

22.9

11.1

16.0

3.6

4.6
0.3

0.0女性(N=533)

男性(N=388)

(%)
0 20 40 60 80 100

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳

80歳以上
無回答

12.9

18.3

75.4

78.1

11.4

3.4 0.3

0.2女性(N=533)

男性(N=388)

(%)
0 20 40 60 80 100

未婚 既婚

結婚したが、離婚又は死別した

無回答

Ⅱ 成人一般調査結果 

 

 

 

１．性別 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年齢 

 【年齢】 

 

 

 

 

 

 

年齢は、男女ともに 60 歳代が最も多く、60 歳代以上の割合は女性で 34.4％、男性で 43.5％

と３～４割程度を占めています。 

 

 

３．結婚の有無 

  【結婚の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の有無は、男女ともに「既婚」が７割台となっています。「未婚」は女性が 12.9％、

男性が 18.3％と男性の方が高くなっています。 

回答者の属性 

性別は、「女性」が 56.6％（533 人）、「男性」

が 41.2％（388 人）となっています。 

 



Ⅱ 成人一般調査結果 

 

- 4 - 

27.5

44.6

27.4

5.6

16.0

5.6

0.7

6.2

4.0

39.8

3.6

19.0

0 20 40 60

100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500～1000万円未満

1000万円以上

無回答

(%)

女性(N=269) 男性(N=274)

34.2

14.5

11.2

12.8

16.4

26.3

5.6

16.7

8.2

9.7

4.7

3.3

12.8

23.7

0 10 20 30 40

29人以下

30～99人

100～299人

300～999人

1000人以上

わからない

無回答

(%)

女性(N=269) 男性(N=274)

４．職業、職場の従業員規模、年収 

 

             【職業】             【職場の従業員規模】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                【年収】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業は、何らかの職業に就いている人が女性は 50.4％、男性は 70.7％となっています。

女性は、「勤め人（パート・アルバイト・派遣）」が 22.1％、「勤め人（フルタイム）」が 17.6％

と高くなっています。「専業主婦・主夫」は 34.3％と全体の約３分の１となっています。男

性は、「勤め人（フルタイム）」が 46.9％と高くなっています。 

 職場の従業員規模は、女性は「29 人以下」が 34.2％、男性は「1000 人以上」が 26.3％と

それぞれ最も高くなっています。 

 年収は、女性は「100～300 万円未満」が 44.6％、男性は「500～1000 万円未満」が 39.8％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

22.1

34.3

46.9

26.3

13.5

0.9

0.8

1.3

0.9

0.6

5.8

2.1

17.6

0.8

2.3

0.0

1.8

0.3

2.1

8.0

3.1

8.5

0 20 40 60

勤め人（フルタイム）

勤め人（パート・アルバイ

ト・派遣）

公務員

自営業・農業

（手伝いを含む）

自由業（医師・弁護士等）

内職・自宅で請負の仕事等

その他

専業主婦・主夫

無職、年金受給者

学生

無回答

(%)

女性(N=533) 男性(N=388)
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12.1

27.9

14.4

41.4

13.5

7.0

7.4

8.7

22.5

8.1

8.1

14.4

4.5

9.9

0 20 40 60

29人以下

30～99人

100～299人

300～999人

1000人以上

わからない

無回答

(%)

女性(N=298) 男性(N=111)

30.2

41.9

9.1

48.6

27.0

11.7

4.7

2.3

6.3

1.8

6.3

9.9

0 20 40 60

100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500～1000万円未満

1000万円以上

無回答

(%)

女性(N=298) 男性(N=111)

５．配偶者の職業、職場の従業員規模、年収 

 

           【配偶者の職業】       【配偶者の職場の従業員規模】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 【配偶者の年収】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配偶者の職業は、何らかの職業に就いている人が女性は 74.1％、男性は 36.6％となって

います。女性は、「勤め人（フルタイム）」が 52.0％と半数を占めています。男性は、「勤め

人（パート・アルバイト・派遣）」が 23.8％、「専業主婦・主夫」が 38.9％となっています。 

 配偶者の職場の従業員規模は、女性は「1000 人以上」が 27.9％、「29 人以下」が 22.5％

とほぼ同程度となっています。男性は「29 人以下」が 41.4％と最も高くなっています。 

 配偶者の年収は、女性は「500～1000 万円未満」が 41.9％、男性は「100 万円未満」が 48.6％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

52.0

12.7

0.0

23.8

38.9

3.5

21.6

0.7

1.2

0.5

1.5

3.2

3.0

23.1

1.3

0.0

0.7

1.0

0.3

2.6

1.3

6.9

0 20 40 60

勤め人（フルタイム）

勤め人（パート・アルバイ

ト・派遣）

公務員

自営業・農業

（手伝いを含む）

自由業（医師・弁護士等）

内職・自宅で請負の仕事等

その他

専業主婦・主夫

無職、年金受給者

学生

無回答

(%)

女性(N=402) 男性(N=303)
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73.7

0.2

1.3

5.1

0.8

3.6

7.3

14.3

2.3

56.1

1.8

2.8

5.2

1.5

0.0

9.5

13.7

3.4

75.0

47.9

0 20 40 60 80 100

配偶者（夫・妻）

子ども

孫

自分の親

配偶者の親

祖父母

兄弟姉妹

その他

同居者はいない（一人暮らし）

無回答

(MA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

16.5

13.1

41.3

43.0 14.7

17.8

20.6

16.7

3.1

2.6

0.3

0.6

4.5

5.2

女性(N=533)

男性(N=388)

(%)
0 20 40 60 80 100

１人 ２人 ３人

４人 ５人以上 子どもはいない

無回答

10.4

6.3

7.7

6.3

9.9

13.9

5.1 10.1

6.3

53.1

61.1

3.6

1.74.5

女性(N=414)

男性(N=288)

(%)
0 20 40 60 80 100

乳幼児（３歳未満）

幼児（３歳以上の未就学児）

小学生

中学生 高校・短大・大学・専門学校などの生徒・学生

社会人 無回答

６．同居家族 

 【同居家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居家族は、男女とも「配偶者」が７割台となっています。「子ども」は女性が 56.1％、

男性が 47.9％となっています。「同居者はいない（一人暮らし）」は男性の方が若干高くなっ

ています。 

 

７．子どもの人数、末子の年齢 

 

 【子どもの人数】 

 

 

 

 

 

 

 【末子の年齢】 

 

 

 

 

 

 

 子どもの人数は、男女とも「２人」が４割台と最も高くなっています。「子どもはいない」

は男女とも約２割となっています。 

末子の年齢は、男女とも「社会人」が半数以上を占めています。 
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問１ 次の（ア）～（サ）の言葉について、それぞれあてはまる番号に○をつけてください。

（○は各項目に１つ） 

【女性】

52.7

47.3

46.7

71.5

16.1

21.4

42.2

41.1

43.5

39.6

44.3

30.6

22.7

28.7

24.2

28.0

26.6

42.4

45.8

54.8

52.3

67.5

47.7

58.512.2

12.4

12.2

11.1

5.8

6.6

3.8

3.9

6.9

3.0

2.3

2.3

2.4

2.4

3.6

2.1

2.8

2.4

3.0

2.6

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

(N=533) 【男性】

20.6

64.4

51.3

19.8

42.5

76.8

18.3

17.8

38.9

30.9

43.6

44.3

47.9

30.4

32.5

27.1

30.7

32.0

39.2

34.8

53.6

47.7

64.2

54.9

47.9

13.7

12.6

6.7

18.8
3.4

8.2

4.4

3.6

2.1

1.8

2.3

1.5

1.0

2.3

1.3

1.0

0.8

1.0

1.3
(ア)女子差別撤廃条約

(イ)男女雇用機会均等法

(ウ)育児・介護休業法

(エ)男女共同参画社会基本法

(オ)配偶者からの暴力防止法

　（ＤＶ防止法）

(カ)性別役割分担意識

(キ)セクシュアル・ハラスメント

(ク)ジェンダー

(ケ)ポジティブ・アクション

(コ)デートＤＶ

(サ)ワーク・ライフ・バランス

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたことがある 知らない

無回答

(N=388)

「見たり聞いたりしたことがある言葉」※複数回答 （％）

女性 N=1,730 男性 N=1,510 女性 N=382 男性 N=298

女子差別撤廃条約 32.8 37.7 14.9 17.4

男女雇用機会均等法 78.3 80.4 83.2 80.2

男女共同参画社会 62.1 67.5 43.2 45.3

ジェンダー 32.4 31.3 30.4 28.5

ポジティブ・アクション 18.4 19.6 10.5 8.7

ワーク・ライフ・バランス 38.1 35.8 21.5 23.8

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」(2009年)

大阪府「男女共同参画にかかる府民意識調査」(2009年)

大阪府国

 

 

 

 

 

【図１－１ 男女共同参画に関する言葉の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する言葉の認知度は、「（キ）セクシュアル・ハラスメント」で高く、「よ

く知っている」は女性が71.5％、男性は76.8％と男女とも７割を超えています。次いで、「（イ）

男女雇用機会均等法」では女性は 52.7％、男性は 64.4％とともに半数を超えています。一

方、「（ケ）ポジティブ・アクション」では女性が 5.8％、男性が 6.7％、「（サ）ワーク・ラ

イフ・バランス」では女性が 12.2％、男性が 17.8％と認知度は低くなっています。 

（図１－１） 

 

【参考 国・大阪府との比較 男女共同参画に関する言葉の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．男女平等について 
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【女性】

24.0

44.0

54.1

29.5

40.6

42.1

52.0

40.4

61.1

45.8

29.5

0.0

1.8

2.1

4.2

4.4

9.4

7.4

3.7

4.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない
無回答

【男性】

33.1

48.5

26.3

30.3

46.8

42.0

39.4

63.2

60.6

38.7

0.0

1.8

1.5

0.014.5

7.6

8.8

12.1

23.1
1.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

【女性】

38.0

45.0

48.4

43.8

52.5

52.0

47.7

49.5

45.8

34.4

10.0

7.3

1.1

6.3

9.3

0.0

0.0

1.1

4.2

3.8 (%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない
無回答

【男性】

45.5

43.9

50.0

41.9

58.6

51.5

49.1

48.5

50.0

36.1

5.3

1.5

8.1

4.1

3.0

1.8

0.0

0.0

1.2

0.020歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない
無回答

【女性】

42.0

50.5

56.8

51.0

55.7

54.0

49.5

40.0

41.7

32.8 7.7

3.1

2.1

0.0

4.0

3.8

4.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

63.6

57.9

63.6

58.1

69.2

36.4

35.1

36.4

35.5

24.9

0.0

5.3

0.0

6.5

4.1

0.0

1.8

0.0

0.0

1.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたこ

とがある

知らない

無回答

【図 1-1-1 年代別 男女共同参画に関する言葉の認知度】 

（ア）女子差別撤廃条約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女子差別撤廃条約は、男女とも「よく知っている」は年代が上がるほど高く、60 歳以上で

は、女性が 24.0％、男性が 33.1％となっています。 

 

（イ）男女雇用機会均等法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女雇用機会均等法は、女性は 20 歳代を除く年代で「よく知っている」が半数を超えて

います。男性は､30 歳代､50 歳代を除く年代で「よく知っている」は６割台となっています。 

 

（ウ）育児・介護休業法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 育児・介護休業法は、男女とも「よく知っている」は 60 歳以上で最も高くなっています。 
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【女性】

10.5

10.4

19.1

44.0

35.8

40.0

50.0

35.0

44.0

60.6

48.4

35.4

41.5

12.0

3.7

0.0

0.0

1.1

4.2

4.4

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

【女性】

36.0

37.6

35.8

54.2

56.8

58.0

55.0

56.8

39.6

30.1 9.8

2.1

4.2

7.3

6.0

3.3

4.2

3.2

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

30.3

36.8

28.8

43.5

51.5

57.6

50.9

63.6

48.4

39.1
8.3

8.1

6.1

10.5

9.1

1.2

0.0

1.5

1.8

3.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない

無回答

【女性】

18.0

26.0

29.4

34.7

30.2

30.6

64.0

64.2

53.7

57.3

45.9

8.3

9.5

4.6

8.0

5.5

4.2

2.1

1.8

2.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

12.9

20.1

21.2

24.6

19.7

22.6

41.4

63.6

71.9

71.2

61.3

35.5

9.1

1.8

12.1 3.0

1.8

0.0

3.2

3.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

21.2

26.0

48.5

36.8

43.9

48.4

45.0

30.3

45.6

40.9

40.3

27.2

0.0

1.8

0.0

15.8

15.2

11.3
0.0

1.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたことがある

知らない

無回答

（エ）男女共同参画社会基本法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女共同参画社会基本法は、男女とも「よく知っている」は 60 歳以上と 20 歳代で高くな

っていますが、全ての年代で男性の方が割合は高くなっています。 

 

（オ）配偶者からの暴力防止法（ＤＶ防止法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配偶者からの暴力防止法（ＤＶ防止法）は、男女とも「よく知っている」は 50 歳代、60

歳以上で高くなっていますが、全ての年代で女性の方が割合は高くなっています。 

 

（カ）性別役割分担意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別役割分担意識は、男女とも「よく知っている」は 60 歳以上で高くなっていますが、

30 歳代では低く、特に男性で 1.8％となっています。 
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【男性】

84.8

70.2

83.3

75.8

75.1

28.1

19.4

17.2

16.7

15.2

5.3

4.8

0.0

1.8

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

0.020歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない
無回答

【女性】

32.0

17.9

12.5

14.8

28.0

33.9

40.0

28.1

20.2

40.0

53.2

41.1

54.2

60.1

12.8

4.9

5.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない

無回答
【男性】

27.3

19.4

20.1

36.4

36.8

33.3

33.9

29.6

36.4

47.4

54.5

46.8

47.3

14.0

12.1

3.0

0.0

0.0

1.8

0.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない
無回答

【女性】

18.0

22.9

24.2

29.2

24.0

78.0

72.5

71.6

63.5

61.79.8

3.1

3.2

4.6

4.0

4.4

4.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

【男性】

18.2

19.3

19.7

25.8

34.9

72.7

75.4

75.8

62.9

54.4

6.1

3.5

4.5

11.3

7.1 3.6

0.0

0.0

1.8

3.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

【女性】

84.0

75.2

71.6

74.0

64.5 23.0

20.8

27.4

23.9

14.0

9.8

1.0

0.0

0.0

2.0

2.7

4.2

1.1

0.9

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない 無回答

（キ）セクシュアル・ハラスメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セクシュアル・ハラスメントは、女性は「よく知っている」は 20 歳代で 84.0％と高くな

っています。男性では、20 歳代、40 歳代で８割以上と高くなっています。 

 

（ク）ジェンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ジェンダーは、男女とも「よく知っている」は 20 歳代で高く、女性で 32.0％、男性で 27.3％

と女性の方が高くなっています。 

 

（ケ）ポジティブ・アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポジティブ・アクションは、女性は「よく知っている」は 60 歳以上で最も高く 9.8％、男

性は 50 歳代で 11.3％となっていますが、いずれも１割前後と低くなっています。 
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【女性】

36.0

22.0

22.1

16.7

19.1

18.0

33.0

26.3

31.3

26.8

46.0

44.0

50.5

46.9

49.2 4.9

5.2

1.1

0.9

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない
無回答

【女性】

22.0 18.0

29.4

25.3

41.7

20.2

60.0

59.6

60.0

50.0

61.213.7

11.0

13.7

4.2

4.9

4.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

24.6

25.8

16.1

42.4

21.1

22.7

30.6

37.9

45.5

50.9

51.5

51.6

44.4

12.1

14.2 3.6

1.6

0.0

3.5

0.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

【男性】

15.2

15.8

13.6

11.3

11.2

30.3

24.6

27.3

35.5

32.5

54.5

57.9

59.1

53.2

52.7 3.6

0.0

0.0

1.8

0.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

（コ）デートＤＶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 デートＤＶは、男女とも若年層で高く、「よく知っている」は女性の 20 歳代で 36.0％と高

くなっています。全年代で女性の方が割合は高くなっています。 

 

（サ）ワーク・ライフ・バランス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワーク・ライフ・バランスは、女性は「よく知っている」が 20 歳代で 22.0％と高く、男

性は 40 歳代で 25.8％、30 歳代で 24.6％と男女とも若年層で高くなっています。 
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【女性】

12.4

17.3

9.3

42.2

46.9

45.2

42.4

33.9

42.3

3.0

1.9

3.2

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

20.6

20.4

16.5

38.9

38.4

41.3

39.2

39.9

40.0

1.3

1.4

2.2

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

1996年

(775･N･547)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【女性】

52.7

61.9

47.6

41.1

33.9

45.0 4.8

3.5

3.9

2.6

0.7

2.3

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない
無回答

【男性】

64.4

67.5

63.4

30.9

30.5

32.2
2.6

1.6

3.6

1.8

0.4

1.0
2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

1996年

(775･N･547)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたことがある

知らない

無回答

【女性】

12.2

7.4

39.6

26.1

45.8

64.1

2.4

2.5

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

19.8

8.6

44.3

30.3

34.8

58.3

1.0

2.7

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたことがある

知らない
無回答

【女性】

46.7

31.6

44.3

47.9 19.3

6.6

1.2

2.4

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない
無回答

【男性】

42.5

26.0

47.9

39.5 33.1

8.2

1.4

1.3

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある

知らない

無回答

【図 1-1-2 前回比較 男女共同参画に関する言葉の認知度】 

（ア）女子差別撤廃条約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）男女雇用機会均等法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）男女共同参画社会基本法 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）配偶者からの暴力防止法（ＤＶ防止法） 
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【女性】

11.1

14.7

13.9

30.6

36.9

34.3

54.8

45.9

47.6

3.6

2.5

4.1

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

13.7

13.3

14.8

30.4

31.3

30.7

53.6

53.4

51.0

2.3

2.0

3.5

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

1996年

(775･N･547)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【女性】

71.5

76.9

72.5 18.8

22.7

18.6

5.8

3.8

3.6

2.8

0.9

2.1

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている
聞いたことがある 知らない

無回答

【男性】

76.8

79.6

78.1

18.8

16.8

17.2
2.9

3.1

3.4

0.4

1.8

1.0
2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

1996年

(775･N･547)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある
知らない

無回答

【女性】

16.1

11.7

28.7

18.2

52.3

68.4

2.8

1.7

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

【男性】

18.3

9.8

32.5

18.6

47.7

69.5

1.5

2.2

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

（カ）性別役割分担意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）セクシュアル・ハラスメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ク）ジェンダー 

 

 

 

 

 

 

 

※項目（ウ）、（ケ）、（コ）、（サ）は前回調査で設定されていない 

 

 前回調査と比較すると、「（イ）男女雇用機会均等法」では「よく知っている」は男女とも

減少していますが、女性で 9.2 ポイント、男性では 3.1 ポイントと女性の方が減少幅が大き

くなっています。 

 「（エ）男女共同参画社会基本法」では「よく知っている」は男女ともに増加し、女性で

4.8 ポイント、男性で 11.2 ポイントと男性の方が増加幅は大きくなっています。 

 「（オ）配偶者からの暴力防止法（ＤＶ防止法）」では「よく知っている」は男女とも増加

し、女性は 15.1 ポイント、男性は 16.5 ポイント増加しています。 

 「（ク）ジェンダー」では「よく知っている」、「聞いたことがある」ともに男女とも増加

しています。（図 1-1-2） 
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問２ あなたは、男女の地位がどの程度平等になっていると思われますか。次の（ア）～（ク）

の分野で、あてはまる番号に○をつけてください。（○は各項目に１つ） 

【女性】

18.0

16.1

52.7

19.5

30.0

43.0

24.8

32.1

30.0

16.5

46.3

34.3

39.4

41.5

33.8

32.5

25.7

24.8

32.1

16.1

19.7

5.6

5.8

1.5

2.3

2.4

7.5

15.6

13.9

12.9

22.0

3.2

3.6

12.8

13.1

7.9

4.5

7.1

6.6

4.1

2.6

2.4

4.1

2.3

2.3

1.9

1.3

1.9

(%)
0 20 40 60 80 100

平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等に

なっていない

平等になって

いない

わからない

無回答

(N=533) 【男性】

36.6

19.6

27.3

16.5

45.6

33.2

38.9

40.5

30.7

28.6

43.0

44.6

36.1

21.1

40.2

37.4

24.5

21.6

23.5

11.6

12.9

7.0

5.2

7.5

9.5

4.6

17.8

17.5

12.9

3.4

7.7

9.5

3.4

21.1

4.1

2.8

3.9

5.2

6.4

3.6

1.8

1.0

3.1

1.3

1.5

1.5

1.3

1.3(ア)法律や制度のうえでは

(イ)社会の慣習やしきたりでは

(ウ)自治会などの地域活動では

(エ)学校生活では

(オ)雇用の機会や職業の選択では

(カ)賃金や待遇では

(キ)家庭生活では

(ク)政治・経済活動への参画では

(%)
0 20 40 60 80 100

平等になっている
ある程度平等に

なっている

あまり平等になっていない

平等になっていない

わからない

無回答

(N=388)

 

 

 

【図１－２ 男女の地位の平等観】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の地位の平等観は、『平等になっていない』（「平等になっていない」、「あまり平等に

なっていない」を合わせたもの）は「（イ）社会の慣習やしきたりでは」で女性が 72.0％、

男性が 53.9％、「（カ）賃金や待遇では」で女性が 73.6％、男性が 60.9％と高くなっていま

す。男女差をみると、「（ウ）自治会などの地域活動では」、「（キ）家庭生活では」で 18.4 ポ

イント、「（イ）社会の慣習やしきたりでは」で 18.1 ポイント女性の方が高くなっています。

『平等になっている』（「平等になっている」、「ある程度平等になっている」を合わせたもの）

は「（ア）法律や制度のうえでは」で女性が 70.7％、男性が 82.2％と高く、「（エ）学校生活

では」でも女性が 59.1％、男性が 67.8％となっており、その他、多くの項目で男性の方が

割合は高くなっています。「（ア）法律や制度のうえでは」と「（イ）社会の慣習やしきたり

では」で平等観に大きな差があらわれています。（図１－２） 
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（％）

Ｎ 男性が優遇 平等である 女性が優遇 わからない

女性 1,730 48.4 37.5 5.6 8.6

男性 1,510 33.4 52.5 9.3 4.9

女性 382 50.0 27.2 7.8 11.8

男性 298 25.5 45.0 10.8 15.8

女性 1,730 75.6 17.5 3.0 4.0

男性 1,510 67.7 24.2 4.9 3.2

女性 382 82.2 7.3 2.9 4.5

男性 298 69.8 11.7 4.3 11.7

女性 1,730 41.4 45.3 5.6 7.7

男性 1,510 26.9 57.5 8.8 6.8

女性 382 40.1 30.4 7.8 19.1

男性 298 21.8 40.9 11.7 21.8

女性 1,730 16.7 66.1 4.1 13.2

男性 1,510 10.9 70.3 5.7 13.1

女性 382 16.0 51.6 4.4 23.6

男性 298 9.4 51.7 8.7 24.2

女性 1,730 65.2 20.4 3.4 11.0

男性 1,510 58.6 29.0 7.6 4.8

女性 382 62.1 21.5 4.5 9.2

男性 298 44.0 35.6 10.1 7.0

女性 1,730 54.4 36.0 7.7 1.9

男性 1,510 37.5 51.3 9.2 2.0

女性 382 62.0 26.7 5.3 4.7

男性 298 32.6 49.0 10.8 6.0

女性 1,730 77.1 16.1 1.7 5.1

男性 1,510 65.8 26.6 2.6 5.0

女性 382 77.7 9.2 1.3 9.4

男性 298 50.0 26.8 3.4 15.4

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」(2009年)
大阪府「男女共同参画にかかる府民意識調査」(2009年)

国

大阪府

国

大阪府

国

大阪府

国

大阪府

政治の場

法律や制度の上

社会通念・慣習・しきた
りなど

地域活動

国

大阪府

家庭生活

職場

学校教育の場

国

大阪府

国

大阪府

【参考 国・大阪府との比較 男女の地位の平等観】 
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【女性】

15.6

17.7

25.7

54.0

58.7

60.0

51.0

45.9

20.0

18.9

20.8

8.0 8.0

12.6

11.6

8.0

16.5

12.0

4.6

1.1

3.1

3.3

4.6

7.4

3.1

0.0

1.1

4.2

0.5

2.0

(%)
0 20 40 60 80 100

【男性】

45.5

26.3

33.3

40.3

38.5

30.3

56.1

50.0

40.3

45.0 9.5

6.5

9.1

10.5

15.2

0.6

11.3

4.5

1.8

3.0

3.6

1.6

3.0

5.3

6.1

0.0

0.0

0.0

0.0

3.0

平等になっている ある程度平等になっている

あまり平等になっていない 平等になっていない

わからない 無回答

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

【女性】

19.8

26.8

46.0

46.8

50.5

47.9

43.2

38.0

36.7

29.5

24.0

9.3
3.8

3.1

2.1

0.9

0.0

15.8

13.8

12.0

14.8

1.0

1.1

1.8

2.0

2.2

4.2

1.1

0.0

2.0

(%)
0 20 40 60 80 100

【男性】

30.3

42.1

24.2

27.4

36.7

24.2

24.6

43.9

35.5

39.6

36.4

21.1

19.7

27.4

6.5

9.7

3.0

5.3

9.1

8.9 4.1

0.0

3.0

7.0

6.1
0.0

0.0

0.0

0.0

4.1

平等になっている ある程度平等になっている

あまり平等になっていない 平等になっていない

わからない 無回答

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

【図 1-2-1 年代別 男女の地位の平等観】 

 

（ア）法律や制度のうえでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法律や制度のうえでは、男女とも『平等になっていない』は 20 歳代で高く、女性で 28.0％、

男性で 18.2％と女性の方が高くなっています。 

 

 

（イ）社会の慣習やしきたりでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の慣習やしきたりでは、女性は『平等になっていない』は 20 歳代で 84.0％、30 歳代

で 83.5％と若年層で高く、男性は 40 歳代で 63.6％、50 歳代で 62.9％と中年層で高くなっ

ています。 
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【女性】
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（ウ）自治会などの地域活動では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会などの地域活動では、女性は『平等になっていない』は 40 歳代で高く 61.0％、男

性は 50 歳代で高く 40.3％と男女とも中年層で高くなっています。 

 

 

（エ）学校生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活では、女性は『平等になっていない』は 30 歳代から 50 歳代で２割台と高くなっ

ています。男性は 20 歳代で 18.2％と他の年代と比べ、高くなっています。 
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【女性】
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（オ）雇用の機会や職業の選択では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用の機会や職業の選択では、女性は『平等になっていない』は 20 歳代で高く 74.0％、

その他 30 歳代、40 歳代と若年層で高くなっています。男性も 20 歳代で 69.7％、40 歳代で

66.6％と若年層で高くなっていますが、30 歳代は 52.6％と若干低くなっています。 

 

 

（カ）賃金や待遇では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃金や待遇では、女性は『平等になっていない』は 50 歳代の 79.1％を中心に 30 歳代、40

歳代でも高く、中年層で高くなっています。男性も 50 歳代で 67.7％と高くなっていますが、

40 歳代では 56.0％と若干低くなっています。 
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【女性】
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（キ）家庭生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活では、女性は『平等になっていない』は 50 歳代で 64.6％と高くなっています。

男性では 20 歳代で 48.4％と高く、年齢層による平等意識の男女差がみられます。 

 

 

（ク）政治・経済活動への参画では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治・経済活動への参画では、『平等になっていない』は女性の 50 歳代で 56.3％と高くな

っています。男性では 20 歳代、50 歳代で４割台と高くなっています。 
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【図 1-2-2 前回比較 男女の地位の平等観】 

（ア）法律や制度のうえでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法律や制度のうえでは、女性で『平等になっていない』は前回調査と比べて 6.0 ポイント

減少しています。一方、男性は 1.7 ポイント増加しています。 

 

（イ）社会の慣習やしきたりでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の慣習やしきたりでは、『平等になっていない』は男女とも減少傾向にあり、前回調

査と比べて女性で 10.4 ポイント、男性で 11.1 ポイントの減少となっています。 

 

（ウ）自治会などの地域活動では 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会などの地域活動では、『平等になっていない』は男女とも減少傾向にあり、前回調

査と比べて女性で 3.6 ポイント、男性で 4.5 ポイントの減少となっています。 
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（エ）学校生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活では、『平等になっていない』は男女とも減少傾向にあり、前回調査と比べて女

性で 4.8 ポイント、男性で 3.7 ポイントの減少となっています。 

 

（オ）雇用の機会や職業の選択では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用の機会や職業の選択では、男女とも『平等になっている』が増加しており、女性は前

回から 7.4 ポイント、男性では 6.7 ポイントの増加となっています。 

 

（カ）賃金や待遇では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃金や待遇では、男女とも『平等になっていない』は前回調査と比べ減少し、女性で 10.1

ポイント、男性で 9.5 ポイントの減少となっています。 
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（キ）家庭生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活では、男女とも『平等になっていない』は前回調査と比べ減少し、女性で 11.6

ポイント、男性で 8.0 ポイントの減少となっています。 

 

 

（ク）政治・経済活動への参画では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治・経済活動への参画では、男女とも『平等になっていない』は前回調査と比べ減少し、

女性で 6.1 ポイント、男性で 4.3 ポイントの減少となっています。 
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問３ あなたは、今後、男女平等を進めていくためには、特にどのようなことが必要だと思

われますか。（○は３つまで） 
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社会の慣習やしきたりを改める
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保育所や介護保険施設など、安心し

て働くための施設整備を進める

女性が精神的に自立する

女性が経済力をつける

女性が男女平等についての理解を高

め、社会に働きかけていく

女性が社会活動や政治に積極的に参

画し、発言力を高める

男性が生活面で自立できるよう意識

や行動を変える

男性の労働時間を短縮し、家事・育
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【図１－３ 男女平等を進めていくために必要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等を進めていくために必要だと思うことは、男女ともに「保育所や介護保険施設な

ど、安心して働くための施設整備を進める」が最も高く、女性で 45.2％、男性で 38.9％と

なっています。次いで、女性は「仕事や賃金面で男女格差をなくす」が 34.7％、「子どもの

ときから、家庭で男女平等の意識を身につける」が 34.1％となっています。男性は、「子ど

ものときから、家庭で男女平等の意識を身につける」が 33.0％、「社会の慣習やしきたりを

改める」が 32.0％となっています。（図１－３） 
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40.4

8.8

8.8

5.3

1.8

10.5

33.3

3.5

12.3

3.5

15.2

37.9

27.3

45.5

7.6

1.5

3.0

3.0

13.6

30.3

9.1

0.0

4.5

16.1

29.0

29.0

37.1

17.7

3.2

3.2

9.7

9.7

25.8

4.8

1.6

1.6

40.2

13.0

33.7

29.0

8.3

6.5

11.2

15.4

13.6

13.6

2.4

1.2

0.6

9.1

39.4

21.1

19.3
25.8

30.3

30.6

33.9

41.4

34.9

0 20 40 60 80

(3LA%)

【図 1-3-1 年代別 男女平等を進めていくために必要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「保育所や介護保険施設など、安心して働くための施設整備を進める」

は、女性は 30 歳代、男性は 20 歳代を中心にいずれも若年層で高くなっています。「社会の

慣習やしきたりを改める」は女性で若年層ほど高く、「子どものときから、家庭で男女平等

の意識を身につける」、「学校生活の中で男女平等教育をする」は男性で高年齢層ほど高くな

っています。「男性の労働時間を短縮し、家事・育児にかかわる時間をつくる」は男女とも

に 30 歳代で最も高くなっています。（図 1-3-1） 

 

子どものときから、家庭

で男女平等の意識を身に

つける

学校生活の中で男女平等

教育をする

法律や制度を改める

社会の慣習やしきたりを

改める

仕事や賃金面で男女格差

をなくす

保育所や介護保険施設な

ど、安心して働くための

施設整備を進める

女性が精神的に自立する

女性が経済力をつける

女性が男女平等について

の理解を高め、社会に働

きかけていく

女性が社会活動や政治に

積極的に参画し、発言力

を高める

男性が生活面で自立でき

るよう意識や行動を変え

る

男性の労働時間を短縮

し、家事・育児にかかわ

る時間をつくる

その他

特に必要なことはない

わからない

20歳代(N=33)

30歳代(N=57)

40歳代(N=66)

50歳代(N=62)

60歳以上(N=169)

【女性】

18.0

14.0

36.0

40.0

54.0

10.0

8.0

4.0

4.0

14.0

32.0

2.0

0.0

0.0

31.2

14.7

13.8

35.8

33.9

57.8

9.2

2.8

9.2

13.8

42.2

1.8

0.0

0.9

32.6

22.1

16.8

29.5

34.7

43.2

10.5

20.0

6.3

12.6

20.0

26.3

1.1

0.0

0.0

30.2

22.9

18.8

26.0

43.8

49.0

5.2

13.5

3.1

7.3

13.5

22.9

1.0

0.0

0.0

39.3

30.1

12.0

21.3

29.0

34.4

16.4

15.3

9.3

10.9

23.5

20.8

2.7

1.1

1.1

32.0

7.3

020406080

(3LA%)

20歳代(N=50)

30歳代(N=109)

40歳代(N=95)

50歳代(N=96)

60歳以上(N=183)
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【女性】

34.1

14.6

34.7

45.2

10.9

13.9

5.8

9.6

18.2

27.6

1.9

0.4

0.6

35.1

13.4

39.1

32.8

44.9

30.2

11.3

8.9

14.1

21.2

25.0

1.7

0.7

0.6

31.6

13.8

37.4

30.5

35.1

15.2

13.9

14.2

19.6

28.1

1.7

1.4

0.9

28.0

39.4

0204060

(3LA%)

2010年(N=533)

2001年(N=693)

1996年(N=775)

【図 1-3-2 前回比較 男女平等を進めていくために必要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ※選択肢「子どものときから、家庭で男女平等の意識を身につける」は前回調査では

「子どものときから、家庭を含め男女平等教育をする」 

            ※選択肢「女性が精神的に自立する」は前回調査では「「女性だから」という甘えをなくして、

精神的に自立する」 

 

前回調査と比べると、「保育所や介護保険施設など、安心して働くための施設整備を進め

る」は男女とも増加傾向にあり、特に男性では 9.5 ポイントの増加となっています。「社会

の慣習やしきたりを改める」、「女性が精神的に自立する」などでは男女ともに減少傾向にあ

り、特に「女性が精神的に自立する」で減少幅は大きくなっています。（図 1-3-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】

33.0

14.9

32.0

28.9

38.9

10.1

5.4

7.5

21.9

4.1

3.1

1.8

35.2

14.3

43.1

32.5

29.4

36.2

8.2

10.6

14.5

16.2

22.9

2.7

1.6

1.2

29.3

12.8

43.3

28.7

32.2

50.3

7.1

12.2

15.4

14.1

20.8

2.0

0.9

1.1

10.1

12.6

0 20 40 60

子どものときから、家庭で男女平

等の意識を身につける

法律や制度を改める

社会の慣習やしきたりを改める

仕事や賃金面で男女格差をなくす

保育所や介護保険施設など、安心

して働くための施設整備を進める

女性が精神的に自立する

女性が経済力をつける

女性が男女平等についての理解を

高め、社会に働きかけていく

女性が社会活動や政治に積極的に

参画し、発言力を高める

男性が生活面で自立できるよう意

識や行動を変える

男性の労働時間を短縮し、家事・

育児にかかわる時間をつくる

その他

特に必要なことはない

わからない

(3LA%)

2010年(N=388)

2001年(N=511)

1996年(N=547)



Ⅱ 成人一般調査結果 

 

- 26 - 

問４ あなたは、次の（ア）～（カ）のような考え方に対してどのようにお考えですか。（○

は各項目に１つ） 

【女性】

19.9

15.8

35.6

23.1

37.5

38.6

22.1

28.1

21.2

26.5

19.5

19.7

26.6

12.4

21.0

36.4

18.6

37.3

41.8

5.6

5.6

8.6

16.1

16.5 4.3

8.6

5.8

3.2

4.5

6.0

1.7

1.9

2.1

2.8

2.3

2.4

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する
どちらかといえば同感しない

同感しない
わからない

無回答

(N=533) 【男性】

37.1

30.7

35.8

35.1

35.3

41.0

28.4

29.4

28.6

24.5

29.1

24.2

25.0

25.5

27.6

11.9

8.0

9.0

13.4

11.6

14.4

10.1

11.1

13.7

3.4

5.9

4.4

4.9

3.9

10.8

0.8

1.5

0.8

0.8

1.3

1.3

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感しない

わからない

無回答

(N=388)

(ア)「男は仕事、女は家庭」と

役割分担するほうがよい

(イ)男の子は男らしく、女の子

は女らしく育てるほうがよい

(ウ)妻子を養うのは男の責任で

ある

(エ)男性と女性で昇進や賃金に

差があるのはしかたがない

(オ)子どもは３歳くらいまで、

母親の手で育てるべきだ

(カ)夫の親を妻が介護・看護す

るのは当然である

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである （％）

Ｎ 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない

女性 1,730 9.5 27.8 32.0 26.6 4.0

男性 1,510 11.9 34.0 30.4 20.7 3.1

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」(2009年)

「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか （％）

Ｎ
そのとおりだ
と思う

どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

そうは思わな
い

無回答

女性 382 4.2 42.7 20.4 32.5 0.3

男性 298 7.0 49.7 14.4 27.9 1.0

大阪府「男女共同参画にかかる府民意識調査」(2009年)

大阪府

国

 

 

 

【図１－４ 男女の役割についての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の役割についての考えは、『同感しない』（「同感しない」、「どちらかといえば同感し

ない」を合わせたもの）は「（ア）「男は仕事、女は家庭」と役割分担するほうがよい」で女

性が 62.9％、男性が 49.5％、「（エ）男性と女性で昇進や賃金に差があるのはしかたがない」

で女性が 63.9％、男性が 54.6％、「（カ）夫の親を妻が介護・看護するのは当然である」で

女性が 62.8％、男性が 51.8％と高くなっています。男女差をみると、「（ウ）妻子を養うの

は男の責任である」で 15.6 ポイント、「（ア）「男は仕事、女は家庭」と役割分担するほうが

よい」で 13.4 ポイント女性の方が高くなっています。（図１－４） 

 

【参考 国・大阪府との比較 男女の固定的役割分担についての考え】 
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【女性】

20.2

24.2

21.9

25.1

30.0

31.2

23.2

25.0

25.1

44.0

35.8

42.1

38.5

30.6

7.3

4.2

9.3

0.0

1.1

22.0

6.0

5.2

8.4

5.5

4.0

3.8

5.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかといえば同感する

どちらかといえ

ば同感しない 同感しない

わからない

無回答

【男性】

31.6

34.8

32.3

40.2

33.3

29.8

25.8

17.7

23.1

39.4

24.6

24.2

32.3

19.5

3.0

7.6

7.0

11.2

9.7

21.2
3.0

7.0

7.6

6.5

3.0

0.0

0.0

0.0

1.6

3.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかといえば同感する

どちらかといえ

ば同感しない 同感しない

わからない

無回答

【女性】

33.3

38.0

49.5

35.8

42.7

28.4

26.0

19.3

20.0

19.8

17.5

14.0

24.2

17.7

12.6

8.0

13.5

12.6

11.9

14.0

16.5

4.9

2.1

6.3

1.8

3.3

4.2

1.1

0.9

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない 同感しない

わからない

無回答

【男性】

27.3

43.9

28.8

32.3

41.4

33.3

31.6

37.9

35.5

36.1

18.2

18.2

14.5

18.2

16.1

10.5

13.6

3.5

5.9

10.6

10.5

1.2

1.6

4.5

3.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0
20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない 同感しない

わからない
無回答

【図 1-4-1 年代別 男女の役割についての考え】 

（ア）「男は仕事、女は家庭」と役割分担するほうがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男は仕事、女は家庭」と役割分担するほうがよいという考え方に対して、『同感しない』

は男女ともに 20 歳代で高く、女性は 74.0％、男性は 72.7％となっています。『同感する』

は男女とも高年齢層ほど高くなっています。 

 

 

（イ）男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるほうがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるほうがよいという考え方に対して、『同感し

ない』は女性では 40 歳代で 44.2％、20 歳代で 40.0％と高くなっていますが、30 歳代では

35.8％と低くなっています。男性でも 20 歳代では 36.4％となっていますが、30 歳代では

14.0％と低くなっています。 
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【女性】

14.6

20.2

38.0

34.9

41.1

42.7

37.7

24.0

27.5

17.9

18.8

15.3

18.3

22.1

16.7

16.9

11.6

13.8

14.0 22.0
2.0

5.5

5.3

2.1

5.5

0.0

0.0

2.1

5.2

4.4

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する
どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【男性】

30.3

22.8

27.3

32.3

33.7

30.3

40.4

48.5

40.3

40.8

12.1

14.0

12.9

12.3

14.2

8.1

9.1

10.5

6.5

12.1

24.2

2.4

4.8

3.0

3.0

2.4

1.6

0.0

0.0

0.0
20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【女性】

14.8

20.0

22.9

16.8

14.6

29.0

26.0

30.3

33.7

34.4

16.9

50.0

37.6

41.1

36.5

32.2

2.0

6.4

6.3

5.2

4.4

4.2

1.1

2.8

2.0

2.7

5.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかといえば同感する

どちらかとい

えば同感しない 同感しない

わからない
無回答

【男性】

18.2

4.5

14.2

18.2

19.3

25.8

32.3

32.5

18.2

29.8

39.4

25.8

28.4

42.4

35.1

27.3

27.4

17.8

8.8

12.9

4.7

1.6

3.0

5.3

3.0

2.4

0.0

0.0

1.8

0.0
20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する
どちらかとい

えば同感しない

同感しない

わからない

無回答

（ウ）妻子を養うのは男の責任である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妻子を養うのは男の責任であるという考え方に対して、『同感しない』は男女ともに 20 歳

代で高く、女性は 46.0％、男性は 36.3％となっています。『同感する』は男女とも高年齢層

ほど高くなっています。 

 

 

（エ）男性と女性で昇進や賃金に差があるのはしかたがない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性と女性で昇進や賃金に差があるのはしかたがないという考え方に対して、『同感しな

い』は女性では 20 歳代で 76.0％、40 歳代で 74.8％と高くなっています。男性では 40 歳代

で 66.7％、30 歳代で 64.9％と高くなっています。『同感する』は男女とも 60 歳以上で最も

高くなっています。 
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【女性】

22.0

22.9

28.4

37.5

49.7

28.0

27.5

32.6

31.3

24.6

20.0

17.4

22.0

26.6

9.515.8

9.4

7.1

10.9

14.6

12.6

4.9

3.1

5.5

8.0

2.7

4.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかといえば同感する

どちらかといえ

ば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【男性】

24.2

22.8

19.7

37.1

47.9

21.2

29.8

39.4

29.0

27.2

24.2

21.1

19.7

30.3

17.5

19.4

8.8

9.1

10.7

8.1

12.1

7.7

4.7

6.5

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえ

ば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【女性】

24.0

15.6

15.8

22.9

25.7

18.0

17.4

24.2

24.0

20.8

48.0

54.1

45.3

41.7

31.1

9.5

8.2

4.2

4.2

4.0

4.6

12.0

3.1

8.3

6.0

2.2

4.2

1.1

0.0

0.0

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する
どちらかといえ

ば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【男性】

1.5

8.1

13.0

19.3

24.2

33.9

35.5

33.3

21.2

21.0

24.3

54.5

29.8

30.3

32.3

18.9

12.35.3

0.0

6.1 21.2 18.2

22.7

4.8

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する どちらかといえ

ば同感しない

同感しない わからない
無回答

（オ）子どもは３歳くらいまで、母親の手で育てるべきだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもは３歳くらいまで、母親の手で育てるべきだという考え方に対して、『同感しない』

は男女ともに若年層ほど高く、高年齢層ほど低くなっています。『同感する』は男女とも高

年齢層ほど高く、60 歳以上では、女性で 74.3％、男性で 75.1％となっています。 

 

 

（カ）夫の親を妻が介護・看護するのは当然である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫の親を妻が介護・看護するのは当然であるという考え方に対して、『同感しない』は女

性では 30 歳代で 71.5％、40 歳代で 69.5％と中年層で高くなっています。男性では 20 歳代

で 75.7％、30 歳代で 63.1％と若年層で高くなっています。『同感する』は男女とも 60 歳以

上で最も高くなっています。 
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【女性】

23.1

19.2

40.3

26.5

30.0

23.6

36.4

43.1

21.87.6

5.6

3.8

6.0

5.2

3.3

1.5

0.6

2.4

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかといえ

ば同感する
どちらかといえ

ば同感しない
同感しない

わからない

無回答

【男性】

14.6

35.1

36.8

50.8

24.5

27.0

25.0

23.9

9.0

7.8

15.5 12.1

4.9

3.9

6.4

1.5

0.6

0.5

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

1996年

(775･N･547)
(%)

0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかといえ

ば同感する どちらかといえ

ば同感しない

同感しない
わからない

無回答

【女性】

19.9

19.3

37.5

31.0

19.5

21.1 22.7

16.5
4.3

5.1

0.9

2.3

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感

しない

わからない

無回答

【男性】

37.1

37.0

35.3

37.8

13.4

9.8

10.1

11.2

3.7

3.4

0.6

0.8
2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感

しない

わからない

無回答

【女性】

15.8

17.6

38.6

33.3

19.7

23.1 19.2

18.6

5.3

4.5

1.4

2.8

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する
どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感

しない

わからない

無回答

【男性】

30.7

35.4

41.0

40.3

11.6

12.3

11.1

9.4

2.0

4.4

0.6

1.3
2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感

しない

わからない

無回答

【女性】

22.1

22.2

26.6

29.4

37.3

38.15.9

8.6

2.7

3.2

1.6

2.1

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する
どちらかといえ

ば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【男性】

28.4

29.7

29.1

25.4

25.5

31.39.0

11.9

3.9

3.9

0.6

1.3
2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえ

ば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【図 1-4-2 前回比較 男女の役割についての考え】 

（ア）「男は仕事、女は家庭」と役割分担するほうがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるほうがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）妻子を養うのは男の責任である 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）男性と女性で昇進や賃金に差があるのはしかたがない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 成人一般調査結果 

 

- 31 - 

【女性】

35.6

42.0

28.1

28.1

12.4

11.1 13.0

16.1

4.8

5.8

1.9

1.0

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する
どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感

しない

わからない

無回答

【男性】

35.8

41.7

29.4

29.0

14.4 13.7

13.110.4
5.7

5.9

0.2

0.8
2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感

しない

わからない

無回答

【女性】

21.2

16.5

21.0

28.0

41.8

41.7

5.6

5.3

8.6

7.5

1.0

1.7

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する
どちらかといえ

ば同感しない

同感しない

わからない

無回答

【男性】

28.6

26.8

24.2

27.4

27.6

26.09.6

8.0 10.8

10.0

0.2

0.8

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する

どちらかとい

えば同感する

どちらかといえば同感しない

同感しない

わからない

無回答

（オ）子どもは３歳くらいまで、母親の手で育てるべきだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）夫の親を妻が介護・看護するのは当然である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査と比べると、『同感しない』という人は、女性では多くの項目で減少しています。

特に、「（ア）「男は仕事、女は家庭」と役割分担するほうがよい」では 10.2 ポイント、「（イ）

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるほうがよい」では 7.8 ポイントと減少幅は大き

くなっています。一方、男性で『同感しない』という人は「（イ）男の子は男らしく、女の

子は女らしく育てるほうがよい」、「（ウ）妻子を養うのは男の責任である」、「（オ）子どもは

３歳くらいまで、母親の手で育てるべきだ」で増加しており、特に「（オ）子どもは３歳く

らいまで、母親の手で育てるべきだ」では 4.6 ポイントの増加となっています。（図 1-4-2） 
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問５ あなたは、結婚について負担を感じますか。（感じていますか。）独身の方もお答えく

ださい。（○は１つ） 

42.2

37.4

55.2

59.8

2.6

2.8

女性(N=533)

男性(N=388)

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる(感じている) 感じない(感じていない) 無回答

【女性】

50.0

42.2

45.3

43.8

37.7

48.0

56.9

54.7

53.1

57.4
4.9

3.1

0.0

0.9

2.0

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる（感じている）

感じない（感じていない）

無回答

【男性】

54.5

49.1

33.3

32.3

33.7

42.4

50.9

66.7

64.5

61.5 4.7

3.2

0.0

0.0

3.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

感じる（感じている）

感じない（感じていない）

無回答

 

 

 

 

 

【図２－１ 結婚について負担を感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

結婚について負担を感じることの有無は、「感じる（感じている）」が女性で 42.2%、男性

で 37.4%と女性の方が高くなっています。（図２－１） 

 

 

【図 2-1-1 年代別 結婚について負担を感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、女性は「感じる（感じている）」は 20 歳代で 50.0％と半数を占めていま

すが、その他の年代では「感じない（感じていない）」が半数以上となっています。男性で

は「感じる（感じている）」は 20 歳代で 54.5％と半数以上を占めていますが、40 歳代以上

の年代では「感じない（感じていない）」が６割以上となっています。（図 2-1-1） 

 

 

 

 

 

 

２．結婚や家庭生活について 
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【女性】

62.3

38.6

44.3

37.7

59.0

49.2

0.0

2.5

6.6

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる（感じている）

感じない（感じていない）

無回答

【男性】

70.4

29.7

38.5

28.2

67.7

53.8

1.4

2.6

7.7

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる（感じている）

感じない（感じていない）

無回答

【女性】

32.2

48.1

65.8

49.2

2.0

2.7

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる（感じている）

感じない（感じていない）

無回答

【男性】

37.3

36.6

60.8

60.0

1.8

3.4

平等

(202･N･217)

不平等

(297･N･145)

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる（感じている）

感じない（感じていない）

無回答

【男性】

37.4

43.1

59.8

54.6

2.8

2.3

2010年

(533･N･388)

2001年

(693･N･511)
(%)

0 20 40 60 80 100

感じる(感じている)

感じない(感じていない)

無回答

【女性】

42.2

55.0

55.2

43.7

2.6

1.3

(%)
0 20 40 60 80 100

感じる(感じている)

感じない(感じていない)

無回答

【図 2-1-2 結婚有無別 結婚について負担を感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結婚有無別にみると、負担を「感じる（感じている）」は男女とも未婚者で高く、女性で

62.3％、男性で 70.4％となっています。「感じる（感じている）」の未婚者と既婚者の差をみ

ると、女性は 23.7 ポイント、男性は 40.7 ポイントと男性の方が差は大きくなっています。

（図 2-1-2） 

 

 

【図 2-1-3 家庭生活の平等観別 結婚について負担を感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭生活において不平等と感じている女性の結婚についての負担感は 48.1％と、平等と感

じている女性（32.2％）と比べて高くなっています。男性では家庭生活の平等感での結婚に

ついての負担感に大きな差はみられません。（図 2-1-3） 

 

 

【図 2-1-4 前回比較 結婚について負担を感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、男女ともに負担感は減少し、減少幅は女性の方が大きくなっていま

す。（図 2-1-4） 
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《感じる（感じている）と答えられた方におたずねします。》 

問 5-1 負担に感じるのはどのようなことがらですか。（○はいくつでも） 

44.9

55.1

27.6

26.2

8.0

69.7

20.7

15.9

6.2

49.8

39.1

12.4

42.1

39.3

0 20 40 60 80

家事

仕事と家庭の両立

経済的なこと

行動の自由が制約されること

育児

結婚相手の父母の介護

その他

(MA%)

女性(N=225) 男性(N=145)

 

 

 

【図２－２ 結婚について負担に感じること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚について負担に感じることは、女性は「行動の自由が制約されること」が 55.1％と最

も高く、次いで、「仕事と家庭の両立」が 49.8％、「家事」が 44.9％となっています。男性

は「経済的なこと」が 69.7％と最も高く、次いで、「仕事と家庭の両立」が 42.1％、「行動

の自由が制約されること」が 39.3％となっています。（図２－２） 
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【女性】

44.0

64.0

56.0

64.0

24.0

8.0

47.8

45.7

60.9

45.7

23.9

6.5

53.5

55.8

39.5

44.2

27.9

11.6

45.2

50.0

33.3

21.4

44.9

42.0

31.9

20.3

23.2

36.0

37.0

39.5

14.3

54.8

14.3

2.9

55.1

020406080100

(MA%)

20歳代(N=25)

30歳代(N=46)

40歳代(N=43)

50歳代(N=42)

60歳以上(N=69)

【男性】

38.9

83.3

50.0

16.7

71.4

46.4

21.4

10.7

3.6

0.0

45.5

77.3

13.6

9.1

4.5

5.0

70.0

40.0

30.0

25.0

10.0

21.1

33.3

24.6

19.3

5.6

5.6

11.1

14.3

35.7

36.4

50.0
42.1

61.4

3.5

0 20 40 60 80 100

家事

仕事と家庭の両立

経済的なこと

行動の自由が制約

されること

育児

結婚相手の父母の

介護

その他

(MA%)

20歳代(N=18)

30歳代(N=28)

40歳代(N=22)

50歳代(N=20)

60歳以上(N=57)

【図 2-2-1 年代別 結婚について負担に感じること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、女性は「育児」に関しては 30 歳代が 45.7％と最も高く、「結婚相手の父

母の介護」では 40 歳代が 39.5％と最も高くなっています。男性では「経済的なこと」、「行

動の自由が制約されること」は若年層で割合は高くなっています。（図 2-2-1） 
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【女性】

60.5

51.2

27.9

7.0

49.7

47.1

36.8

27.7

9.0

37.0

48.1

51.9

25.9

32.6

55.8

32.6

23.2

55.5

3.7

33.3

33.3

020406080100

(MA%)

未婚(N=43)

既婚(N=155)

離婚又は死別した

(N=27)

【男性】

34.0

78.0

52.0

10.0

10.0

16.7

45.6

65.6

30.0

27.8

17.8

0.0

60.0

60.0

80.0

0.0

0.0

0.0

6.0

14.0

4.4

0 20 40 60 80 100

家事

仕事と家庭の両立

経済的なこと

行動の自由が制約され

ること

育児

結婚相手の父母の介護

その他

(MA%)

未婚(N=50)

既婚(N=90)

離婚又は死別した

(N=5)

【女性】

49.8

8.0

49.1

35.2

30.2

7.1

26.2

27.6

55.1

39.1

44.9

58.8

29.1

51.2

020406080100

(MA%)

2010年(N=225)

2001年(N=381)

【男性】

12.4

42.1

69.7

20.7

15.9

6.2

68.2

51.4

3.6

39.3

10.9

12.3

17.7

27.3

0 20 40 60 80 100

家事

仕事と家庭の両立

経済的なこと

行動の自由が制約され

ること

育児

結婚相手の父母の介護

その他

(MA%)

2010年(N=145)

2001年(N=220)

【図 2-2-2 結婚有無別 結婚について負担に感じること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚有無別にみると、「経済的なこと」は男女とも未婚者の方が既婚者よりも割合は高く

なっています。女性は「仕事と家庭の両立」は未婚者の方が、「家事」は既婚者の方が割合

は高くなっています。男性は「仕事と家庭の両立」は既婚者の方が、「行動の自由が制約さ

れること」は未婚者の方が割合は高くなっています。（図 2-2-2） 

 

 

【図 2-2-3 前回比較 結婚について負担に感じること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査と比べると、女性は｢家事｣､｢育児｣､｢結婚相手の父母の介護｣はわずかに減少して

いますが、「経済的なこと」は 10 ポイント増加しています。男性では「行動の自由が制約さ

れること」が大きく減少していますが、「仕事と家庭の両立」で増加しています。（図 2-2-3） 
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問６ あなたは、次の（ア）～（キ）のような家事をどの程度されていますか。（○は各項目

に１つ） 

【女性】

76.7

80.5

80.9

69.4

61.0

82.9

61.5

14.6

23.8

22.1

26.1

11.4

11.8

12.2

9.4

3.8

2.6

1.9

1.9

2.8

7.1

5.1

5.4

4.9

5.1

4.9

4.9

5.3

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

(N=533) 【男性】

18.6

18.3

18.8

32.5

20.6

59.5

39.7

51.5

51.0

42.0

34.0

47.4

14.9

41.5

22.9

22.4

18.6

46.1

24.5

12.4

11.3

7.5

7.5

7.0

7.7

7.2

7.5

7.0(ア)日常の買物

(イ)食事の準備

(ウ)食事のあと

かたづけ

(エ)部屋の掃除

(オ)ゴミ出し

(カ)洗濯

(キ)風呂洗い

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

(N=388)

 

 

 

【図２－３ 家事をする頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家事をする頻度は、女性は「いつもする」が「（イ）食事の準備」、「（ウ）食事のあとかた

づけ」、「（カ）洗濯」で８割以上を占めています。男性は「いつもする」は「（オ）ゴミ出し」

で 32.5％と最も高く、「まったくしない」が「（カ）洗濯」で 46.1％、「（イ）食事の準備」

で 41.5％と４割以上を占めています。（図２－３） 
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【女性】

46.0

78.0

90.5

92.7

79.8

28.0 10.0

10.9

5.2

8.4

14.7

2.2

0.0

0.0

1.8

16.0

7.1

2.1

1.1

5.5

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

21.2

31.6

48.5

51.6

37.9

51.5

52.6

34.8

35.5

40.8

15.2

13.0

8.1

13.6

12.1

7.0

8.3

4.8

3.0

8.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする

時々する

まったくしない 無回答

【女性】

42.0

69.7

91.6

88.5

76.5

26.0

22.9

22.0

14.2

7.3

7.4

3.3

1.0

0.0

1.8

6.0

3.1

1.1

5.5

10.0

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

16.7

17.7

23.1

54.5

61.4

65.2

62.9

56.2

18.2

17.5

16.7

14.5

15.2

12.3

12.1

13.0 7.7

4.8

1.5

8.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【図 2-3-1 年代別 家事をする頻度】 

（ア）日常の買物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常の買物では、女性は「いつもする」が 40 歳代で 91.6％、50 歳代で 88.5％と高くなっ

ています。男性では「いつもする」は高年齢層ほど高く、60 歳以上で 23.1％と最も高くな

っています。 

 

 

（イ）食事の準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食事の準備では、女性は「いつもする」が 40 歳代で 90.5％、50 歳代で 92.7％と高くなっ

ています。男性では「いつもする」は 20 歳代、40 歳代、60 歳以上で１割台となっています

が、「まったくしない」は 20 歳代、30 歳代と若年層で半数を超えています。 
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【女性】

54.0

76.1

87.4

90.6

82.5

15.6

8.0 10.0

9.8

6.3

10.5

28.0

1.1

1.0

1.1

1.8

6.6

2.1

1.1

6.4

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

36.0

71.6

85.3

78.1

64.5

52.0

22.0

25.7

18.8

12.6

0.9

2.0

3.3

1.0

1.1

5.5

10.0

6.6

2.1

1.1

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

15.2

16.7

24.9

54.5

36.8

56.1

61.3

49.1

15.2

42.1

22.7

21.0

17.8

15.2

12.9

12.3

4.8

4.5

8.3

8.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

33.3

16.7

14.5

19.5

33.3

43.9

62.1

59.7

50.9

18.2

38.6

18.2

21.0

21.3

15.2

7.0

4.8

8.3

10.5

3.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

（ウ）食事のあとかたづけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食事のあとかたづけでは、女性は「いつもする」が 40 歳代で 87.4％、50 歳代で 90.6％と

高くなっています。男性では「いつもする」は 20 歳代で 33.3％と高くなっています。30 歳

代では「まったくしない」が 38.6％と高くなっています。 

 

 

（エ）部屋の掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部屋の掃除では、女性は「いつもする」が 40 歳代で 85.3％、50 歳代で 78.1％と高くなっ

ています。男性では「いつもする」は 60 歳以上で 24.9％と高くなっています。「まったくし

ない」は 30 歳代で 42.1％と高くなっています。 
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【女性】

48.6

68.4

78.1

65.6

30.0

33.9

22.1

17.7

15.3

36.024.0

10.9

8.4

11.9

2.1

1.1

5.5

10.0

2.1

8.2

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

15.2

29.8

34.8

19.4

40.8

51.5

45.6

37.9

46.8

38.5

18.2

17.5

25.8

29.0

15.2

1.5

4.8

12.4 8.3

7.0

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

44.0

80.7

93.7

93.8

83.6

14.0

7.7

3.1

5.3

11.0

32.0

2.2

1.0

0.0

2.8

6.6

2.1

1.1

5.5

10.0

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

21.2

16.7

11.8

27.3

29.8

33.3

37.1

35.5

36.4

52.6

47.0

50.0

44.4

15.2

3.0

4.88.1

8.8

8.3

8.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

（オ）ゴミ出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゴミ出しでは、女性は「いつもする」が 50 歳代で 78.1％と高くなっています。男性では

「いつもする」は 60 歳以上で 40.8％と高くなっていますが、50 歳代では「まったくしない」

が 29.0％と高くなっています。 

 

 

（カ）洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 洗濯では、女性は「いつもする」が 40 歳代で 93.7％、50 歳代で 93.8％と高くなっていま

す。男性では「いつもする」は 20 歳代で 21.2％と高くなっていまが、30 歳代では「まった

くしない」が 52.6％と高くなっています。 
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【女性】

28.0

62.4

71.6

67.7

61.7

38.0

27.5

22.1

28.1

23.0

24.0

4.6

4.2

2.1

8.2

10.0

5.5

2.1

2.1

7.1

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

18.2

14.0

22.7

12.9

25.4

33.3

43.9

48.5

62.9

45.0

33.3

35.1

25.8

19.4

20.7

15.2

3.0

7.0

8.9

4.8

20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳以上

(183･N･169)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

36.2

85.8

62.3 24.6

34.8

9.7

6.6

0.5

20.3 8.7

4.0

6.6

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

26.8

53.8

43.7

64.7

30.8

14.1

15.2

15.4

15.5

14.9

0.0

5.3

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

33.3

90.0

70.5

8.7

19.7

5.5

42.0

3.3

0.2

15.9

6.6

4.2

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

23.9

38.5

26.8

42.9

38.5

33.8

44.2

23.1

15.5

6.9

0.0

5.9

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

43.5

88.6

72.1

39.1

19.7

8.7 8.7

6.5

0.7

1.6

4.2

6.6

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

32.4

46.2

32.4

56.8

38.5

19.7

24.1

15.5

13.5

15.4 0.0

5.6

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

（キ）風呂洗い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 風呂洗いでは、女性は「いつもする」が 40 歳代で 71.6％、50 歳代で 67.7％と高くなって

います。男性では「いつもする」は 60 歳以上で 25.4％と高くなっています。「まったくしな

い」は 30 歳代で 35.1％、20 歳代で 33.3％と若年層で高くなっています。 

 

【図 2-3-2 結婚有無別 家事をする頻度】 

（ア）日常の買物 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）食事の準備 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）食事のあとかたづけ 
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【女性】

31.9

77.1

60.7

56.5

18.2

24.6 8.2

2.9

0.7

8.7

6.6

4.0

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

22.5

16.5

46.2

50.7

51.5

46.2 7.7

11.3

25.7

15.5

0.0

6.3

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

34.8

64.7

65.6

27.5

23.1

9.8 14.8

8.0

29.0

9.8

4.2

8.7

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

29.6

31.7

61.5

38.0

43.9

23.1

16.9

19.1

15.4

15.5

0.0

5.3

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

39.1

90.5

82.0 4.9

37.7

5.0

6.6

14.5

0.5

4.0

6.6

8.7

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

26.8

53.8

25.4

36.3

30.8

32.4

50.8

15.4

15.5

6.9

0.0

5.9

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【女性】

40.6

65.9

55.7

30.4

25.1

27.9

20.3

4.5

9.8

8.7

4.5

6.6

(%)
0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

【男性】

23.9

19.5

30.8

29.6

51.5

53.8

29.6

23.8

16.9

15.4 0.0

5.3

未婚

(69･N･71)

既婚

(402･N･303)

離婚又は死別した

(61･N･13)
(%)

0 20 40 60 80 100

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

（エ）部屋の掃除 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）ゴミ出し 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）風呂洗い 

 

 

 

 

 

 

 

 女性は、すべての項目で「いつもする」という人は既婚者の方が未婚者よりも高く、特に

「（イ）食事の準備」でその差は大きくなっています。一方、男性は「（オ）ゴミ出し」以外

の項目で「いつもする」は未婚者の方が既婚者よりも高くなっています。結婚を機に家事を

する頻度は女性が上がり、男性が下がることがうかがえ、さらに結婚後の家庭における家事

の役割分担は、食事の準備は女性が多く、ゴミ出しは比較的男性が多いという傾向がみられ

ます。（図 2-3-2） 
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20歳代

14.0

54.5

50.0

18.2

31.4

15.212.1

4.7

いつもする 時々する

まったくしない

無回答
2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

30歳代

14.0

61.4

59.1

17.5

20.4

12.3 8.8

6.5

2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

16.7 65.2

61.9

16.7

20.610.3 7.2

1.5

(%)
0 20 40 60 80 100

2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

20歳代

21.2

43.0

51.5

43.0

15.2

9.3

12.1

4.7

2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

いつもする

時々する まったくしない 無回答

30歳代

31.6

47.3

52.6

38.74.3

7.0

9.7

8.8
2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

13.6 48.5

36.1

34.8

50.56.2 7.2

3.0
2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

(%)
0 20 40 60 80 100

20歳代

15.2

14.0

54.5

58.1

15.2

23.3

15.2

4.7

2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

30歳代

36.8

55.9

42.1

24.710.8

12.3 8.8

8.6

2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

16.7 56.1

51.5

22.7

37.1
5.2 6.2

4.5
2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

(%)
0 20 40 60 80 100

20歳代

33.3

19.8

33.3

44.2

18.2

31.4

15.2

4.7

2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

30歳代

43.9

60.2

38.6

26.96.5

10.5

6.5

7.0

2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

16.7 62.1

48.5 40.2
5.2

18.2
3.0

6.2

2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

(%)
0 20 40 60 80 100

【図 2-3-3 前回比較 家事をする頻度（男性 20 歳代～40 歳代）】 

 

（ア）日常の買物             （イ）食事の準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）食事のあとかたづけ         （エ）部屋の掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の 20 歳代から 40 歳代に限定して前回の調査と比べると、「（ア）日常の買物」では「い

つもする」は 40 歳代で増加しています。「まったくしない」という人は 20 歳代で大きく減

少しています。 

「（イ）食事の準備」では「いつもする」は 20 歳代～40 歳代のどの年代でも増加していま

す。「まったくしない」という人は、20 歳代、30 歳代で増加していますが、40 歳代では減少

しています。 

「（ウ）食事のあとかたづけ」では「いつもする」は 20 歳代～40 歳代のどの年代でも増加

しており、特に 20 歳代で大きく増加しています。 

「（エ）部屋の掃除」では「まったくしない」という人は、30 歳代で増加していますが、

20 歳代、40 歳代では減少しています。 
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20歳代

21.2 27.3

30.2

36.4

51.2

15.2

14.0
4.7

2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

30歳代

29.8

36.6

52.6

40.912.9

8.8

9.7

8.8
2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

16.7 33.3

20.6

47.0

63.99.3

3.0

6.2

2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

(%)
0 20 40 60 80 100

20歳代

18.2 33.3

45.3

33.3

36.0

15.2

14.0
4.7

2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

30歳代

14.0

14.0

43.9

54.8

35.1

23.7

7.0

7.5

2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

22.7 48.5

52.6

25.8

32.09.3
6.2

3.0

2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

(%)
0 20 40 60 80 100

（オ）ゴミ出し              （カ）洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）風呂洗い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（オ）ゴミ出し」では「いつもする」は 40 歳代で増加しています。「まったくしない」

という人は 20 歳代～40 歳代のどの年代でも減少しています。 

「（カ）洗濯」では「いつもする」は 30 歳代以外の年代で増加し、「まったくしない」と

いう人は、30 歳代以外の年代で減少しています。 

「（キ）風呂洗い」では「いつもする」は 40 歳代で大きく増加しています。「まったくし

ない」という人は 30 歳代で増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳代

15.2

29.1

51.5

37.2

18.2

29.1

15.2

4.7

2010年

(N=33)

2001年

(N=86)

いつもする 時々する

まったくしない

無回答

30歳代

29.8

34.4

45.6

35.5

17.5

24.7
5.4

7.0

2010年

(N=57)

2001年

(N=93)

40歳代

34.8

19.6

37.9

46.4

25.8

27.8 6.2

1.5

2010年

(N=66)

2001年

(N=97)

(%)
0 20 40 60 80 100
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問７ あなたは、子どもがどのように育ってほしいと思われますか。（子どものおられない方

もお答えください。）（○は女の子・男の子にそれぞれ１～９の中から２つまで） 

<女の子>

33.0

58.5

10.7

7.7

9.0

6.4

18.4

6.4

39.2

8.8

3.0

5.3

19.8

55.9

27.6

29.6

9.5

9.5

020406080

(2LA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

<男の子>

62.1

19.3

5.4

35.8

31.3

16.2

36.6

17.0

2.6

0.6

12.2

9.2

9.4

25.5

54.6

11.3

4.9

14.2

0 20 40 60 80

経済的な自立ができるように

自分の身の回りのことができ

るように

何事も積極的にできるように

特技を生かせるように

責任感をもてるように

社会に役立つように

やさしさと思いやりをもてる

ように

自分の考えを人前ではっきり

言えるように

素直で、よく言うことを聞く

ように

(2LA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

 

 

 

 

 

【図３－１ 希望する子どもの育ち方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する子どもの育ち方は、女の子の場合、は男女ともに「やさしさと思いやりをもてる

ように」が最も高く、女性で 58.5％、男性で 55.9％となっています。次いで、「経済的な自

立ができるように」が女性で 39.2％、男性で 29.6％、「自分の身の回りのことができるよう

に」が女性で 33.0％、男性で 27.6％となっています。 

男の子の場合は、男女ともに「経済的な自立ができるように」が最も高く、女性で 62.1％、

男性で 54.6％となっています。次いで、「責任感をもてるように」が女性で 35.8％、男性で

36.6％、「やさしさと思いやりをもてるように」が女性で 31.3％、男性で 25.5％となってい

ます。（図３－１） 

 

 

 

 

３．子育てについて 
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【女性】

22.0

34.0

10.0

22.0

8.0

74.0

8.0

4.0

28.4

33.9

9.2

5.5

2.8

67.9

6.4

48.4

32.6

9.5

6.3

7.4

51.6

9.5

0.0

44.8

33.3

9.4

22.9

8.3

61.5

8.3

2.1

42.6

32.2

10.9

7.1

3.3

50.8

11.5

2.7

0.0

16.5

13.8

17.9

3.1

16.4

020406080

(2LA%)

20歳代(N=50)

30歳代(N=109)

40歳代(N=95)

50歳代(N=96)

60歳以上(N=183)

【男性】

36.4

3.0

66.7

18.2

6.1

21.1

29.8

3.5

26.3

14.0

10.5

7.0

24.2

12.1

9.1

65.2

12.1

6.1

30.6

4.8

30.6

62.9

11.3

3.2

33.7

24.9

9.5

17.8

6.5

5.9

7.7

15.2

9.1

21.2

12.1

15.8

54.4

33.3

4.5

9.1

29.0

9.7

9.7

9.5

48.5

0 20 40 60 80

経済的な自立ができるように

自分の身の回りのことができる

ように

何事も積極的にできるように

特技を生かせるように

責任感をもてるように

社会に役立つように

やさしさと思いやりをもてるよ

うに

自分の考えを人前ではっきり言

えるように

素直で、よく言うことを聞くよ

うに

(2LA%)

20歳代(N=33)

30歳代(N=57)

40歳代(N=66)

50歳代(N=62)

60歳以上(N=169)

【図 3-1-1① 年代別 希望する子ども（女の子）の育ち方】 

＜女の子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女の子の場合は、「やさしさと思いやりをもてるように」が男女とも 20 歳代で最も高くな

っています。「経済的な自立ができるように」は男女とも 40 歳代で高く、30 歳代以下の年代

では低くなっています。「責任感をもてるように」では男女とも 50 歳代で最も高くなってい

ますが、男性は 40 歳代で 9.1％と低く、30 歳代で 26.3％と高くなっています。若年層では

比較的女の子らしいやさしさをもてる育ち方を望むのに対し、高年齢層では女の子にも自立

を求める傾向がみられます。（図 3-1-1①） 
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【女性】

22.0

14.0

0.0

32.0

14.0

52.0

12.0

2.0

46.8

8.3

10.1

39.4

6.4

42.2

12.8

0.9

21.1

12.6

5.3

32.6

8.4

12.6

0.0

74.0

19.8

4.2

3.1

40.6

8.3

3.1

0.0

73.2

18.6

5.5

33.9

10.4

13.7

0.5

36.0

17.4

35.8

60.0

37.5

16.4

9.8

020406080

(2LA%)

20歳代(N=50)

30歳代(N=109)

40歳代(N=95)

50歳代(N=96)

60歳以上(N=183)

【男性】

21.2

9.1

39.4

18.2

39.4

15.2

3.0

21.1

21.1

5.3

12.3

31.6

14.0

1.8

21.2

10.6

9.1

12.1

34.8

21.2

3.0

54.8

11.3

4.8

17.7

32.3

1.6

67.5

7.1

19.5

2.4

40.2

7.1

14.8

17.2

3.0

30.3

12.1

36.8

36.8

48.5

28.8

14.5

33.9

16.1

0 20 40 60 80

経済的な自立ができるように

自分の身の回りのことができる

ように

何事も積極的にできるように

特技を生かせるように

責任感をもてるように

社会に役立つように

やさしさと思いやりをもてるよ

うに

自分の考えを人前ではっきり言

えるように

素直で、よく言うことを聞くよ

うに

(2LA%)

20歳代(N=33)

30歳代(N=57)

40歳代(N=66)

50歳代(N=62)

60歳以上(N=169)

【図 3-1-1② 年代別 希望する子ども（男の子）の育ち方】 

＜男の子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男の子の場合は、「経済的な自立ができるように」が男女とも高年齢層ほど割合は高く、

女性では 50 歳代、60 歳以上で７割を占め、男性では 60 歳以上で 67.5％と最も高くなって

います。「やさしさと思いやりをもてるように」は若年層ほど割合が高く、男女とも 20 歳代

で最も高くなっています。「自分の身の回りのことができるように」では女性は 20 歳代、40

歳代で高くなっていますが、30 歳代では低くなっています。男性は 20 歳代から 40 歳代の年

代と比べ、50 歳以上の年代で低くなっています。高年齢層では比較的男の子らしく自立でき

る育ち方を望むのに対し、若年層では男の子に自立よりもやさしさと思いやりを望む傾向が

みられます。（図 3-1-1②） 
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【女性】

62.1

19.3

9.4

5.4

35.8

9.2

31.3

12.2

0.6

55.1

31.2

10.2

4.9

38.2

6.1

29.0

16.3

0.7

55.9

13.9

13.9

10.8

43.2

10.7

31.7

18.8

1.5

020406080

(2LA%)

2010年(N=533)

2001年(N=693)

1996年(N=775)

【男性】

54.6

4.9

11.3

2.6

5.1

44.0

10.6

30.9

19.0

2.0

21.4

9.5

42.6

29.6

20.3

2.6

17.0

25.5

36.6

16.2

14.2

13.9

18.6

48.1

15.5

48.4

6.6

0 20 40 60 80

(2LA%)
経済的な自立ができるように

自分の身の回りのことができ

るように

何事も積極的にできるように

特技を生かせるように

責任感をもてるように

社会に役立つように

やさしさと思いやりをもてる

ように

自分の考えを人前ではっきり

言えるように

素直で、よく言うことを聞く

ように

2010年(N=388)

2001年(N=511)

1996年(N=547)

【女性】

33.0

5.3

10.7

3.0

42.4

31.5

12.6

2.7

12.0

58.5

18.4

6.4

8.8

39.2

3.8

15.6

54.4

20.1

9.4

6.3

6.3

14.5

27.9

67.4

25.3

14.2

20.8

020406080

(2LA%)

2010年(N=533)

2001年(N=693)

1996年(N=775)

【男性】

29.6

27.6

7.7

19.8

9.5

6.4

28.6

32.7

12.1

8.0

23.7

59.9

12.7

5.9

19.2

13.9

12.2

24.3

73.1

12.8

11.0

9.5

9.0

55.9

5.7

18.8

8.8

0 20 40 60 80

(2LA%)

2010年(N=388)

2001年(N=511)

1996年(N=547)

経済的な自立ができるように

自分の身の回りのことができ

るように

何事も積極的にできるように

特技を生かせるように

責任感をもてるように

社会に役立つように

やさしさと思いやりをもてる

ように

自分の考えを人前ではっきり

言えるように

素直で、よく言うことを聞く

ように

【図 3-1-2 前回比較 希望する子どもの育ち方】 

＜女の子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男の子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査と比べると、女の子の場合は、「やさしさと思いやりをもてるように」は女性で

は増加していますが、男性では減少しています。逆に「経済的な自立ができるように」は女

性で減少し、男性では増加しています。男の子の場合は、「経済的な自立ができるように」

は男女とも増加しています。逆に「責任感をもてるように」は男女とも減少し、「自分の身

の回りのことができるように」では女性で大きく減少しています。（図 3-1-2） 
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《子どものおられる方におたずねします。すでに成長されていても小さい頃のこととしてお

答えください。》 

問８ あなたは、子どもの世話について次の（ア）～（オ）のようなことをされていますか。

（されていましたか。）（○は各項目に１つ） 

【女性】

77.5

74.6

93.2

85.7

93.7

14.0

1.4

1.4

11.4

6.3

0.7

0.0

4.6
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5.3

0.0

0.0

1.4

0.5
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0.5

1.0
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0.7

0.5

4.1
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4.8

4.3

4.3

(%)
0 20 40 60 80 100

(N=414) 【男性】
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26.0

14.9

41.7

29.2
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26.4

25.7

14.9

14.2

21.5

22.9

19.8

25.0

28.5

29.5

5.2

4.9

4.9
6.9

6.3

8.0

11.1

13.2

6.9

4.5

4.5

3.5

毎日・毎回する（した）

週３～４回する（した）

週１～２回する（した）

月１～２回する（した）

まったくしない（しなかった）

無回答

(ア)遊び相手をする

(イ)風呂に入れる

(ウ)食事をさせる

(エ)寝かしつける

(オ)おむつを替える

(%)
0 20 40 60 80 100

(N=288)

 

 

 

 

 

【図３－２ 子どもの世話をする頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの世話をする頻度は、女性は「毎日・毎回する（した）」が「（ウ）食事をさせる」、

「（オ）おむつを替える」で９割以上を占めています。男性は「毎日・毎回する（した）」は

「（イ）風呂に入れる」で 19.1％と最も高く、「まったくしない（しなかった）」は「（ウ）食

事をさせる」、「（エ）寝かしつける」、「（オ）おむつを替える」で３割弱となっています。 

（図３－２） 
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【女性】
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毎日・毎回する(した） 週3～4回する(した）

週1～2回する(した） 月1～2回する(した）

まったくしない(しなかった） 無回答

20歳代

(12･N･0)

30歳代

(73･N･32)

40歳代

(74･N･52)

50歳代

(88･N･49)

60歳以上

(167･N･154)
(%)

0 20 40 60 80 100

【男性】
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17.3
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34.7

16.2

40.6
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毎日・毎回する(した） 週3～4回する(した）

週1～2回する(した） 月1～2回する(した）

まったくしない(しなかった） 無回答

20歳代

(12･N･0)

30歳代

(73･N･32)

40歳代

(74･N･52)

50歳代

(88･N･49)

60歳以上

(167･N･154)
(%)

0 20 40 60 80 100

【女性】
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68.5
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79.5

71.3

20.5
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4.2
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4.1

6.8

0.0

0.6
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0.0

0.0

0.0

0.0
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0.0

1.4
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【図 3-2-1 年代別 子どもの世話をする頻度】 

（ア）遊び相手をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「遊び相手をする」については、女性は「毎日・毎回する（した）」が 60 歳以上を除く年

代で８割以上を占めています。男性は 40 歳代では「週１～２回する（した）」が 53.8％と半

数を占め、50 歳代では「週３～４回する（した）」が 34.7％と高くなっています。 

 

 

（イ）風呂に入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「風呂に入れる」については、女性は「毎日・毎回する（した）」が 30 歳代を除く年代で

７割以上を占めていますが、30 歳代では若干低くなっています。男性は 30 歳代では「週１

～２回する（した）」が 43.8％と最も高く、50 歳代では「週３～４回する（した）」が 36.7％

と最も高くなっています。 
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【女性】
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3.1

毎日・毎回する(した） 週3～4回する(した）

週1～2回する(した） 月1～2回する(した）

まったくしない(しなかった） 無回答

20歳代

(12･N･0)

30歳代

(73･N･32)

40歳代

(74･N･52)

50歳代

(88･N･49)

60歳以上

(167･N･154)
(%)

0 20 40 60 80 100

【女性】

83.3

95.9

98.6

98.9

87.4

1.4

8.3

1.4

0.0

1.8

1.4

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

1.4

8.3

0.0

8.4

1.1

(%)
0 20 40 60 80 100

【男性】

0.0

15.6

0.0

15.6

22.4

0.0

43.8

44.2

30.6

0.0

26.9

26.0

0.0

24.5

34.4

0.0

5.2

7.7

10.2

11.5

13.6 13.6

9.4

10.2

5.8

12.5 3.1

3.8

2.0

7.1

毎日・毎回する(した） 週3～4回する(した）

週1～2回する(した） 月1～2回する(した）

まったくしない(しなかった） 無回答

20歳代

(12･N･0)

30歳代

(73･N･32)

40歳代

(74･N･52)

50歳代

(88･N･49)

60歳以上

(167･N･154)
(%)

0 20 40 60 80 100

（ウ）食事をさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「食事をさせる」については、女性は「毎日・毎回する（した）」が 30 歳代から 50 歳代

で９割以上を占めています。男性は「毎日・毎回する（した）」は 30 歳代で 15.6％と高くな

っていますが、「まったくしない（しなかった）」は 60 歳以上で 34.4％と高く、世代間の差

がみられます。 

 

 

（エ）寝かしつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「寝かしつける」については、女性は「毎日・毎回する（した）」が 40 歳代、50 歳代で９

割以上を占めています。男性は「毎日・毎回する（した）」は 30 歳代で 12.5％と高くなって

いますが、「まったくしない（しなかった）」は 60 歳以上で 36.4％と高く、世代間の差がみ

られます。 

 

 



Ⅱ 成人一般調査結果 

 

- 52 - 

【女性】

91.7

95.9

100.0

98.9

87.4
2.4

0.0

0.0

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

9.0

1.1

0.0

1.4

8.3

(%)
0 20 40 60 80 100

【男性】

0.0

18.8

0.0

19.2

18.4

0.0

46.9

46.2

30.6

0.0

19.2

18.4

22.1

0.0

18.4

44.8

0.0

5.8

12.2

3.2

10.4

9.4

13.0

9.4

5.8

12.5

6.5

2.0

3.8

3.1

毎日・毎回する(した） 週3～4回する(した）

週1～2回する(した） 月1～2回する(した）

まったくしない(しなかった） 無回答

20歳代

(12･N･0)

30歳代

(73･N･32)

40歳代

(74･N･52)

50歳代

(88･N･49)

60歳以上

(167･N･154)
(%)

0 20 40 60 80 100

（オ）おむつを替える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「おむつを替える」については、女性は「毎日・毎回する（した）」が 60 歳以上を除く年

代で９割以上を占めています。男性は「毎日・毎回する（した）」は 30 歳代で 18.8％と高く

なっていますが、「まったくしない（しなかった）」は 60 歳以上で 44.8％と高く、世代間の

差がみられます。 
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30歳代

18.8

31.7

25.0

22.0

40.6

39.0
7.3

12.5

0.0

0.0

0.0

3.1

2010年

(N=32)

2001年

(N=41)

40歳代

17.3

14.7

17.3

29.3

53.8

32.0 22.7

7.7

0.0

0.0

3.8

1.3

2010年

(N=52)

2001年

(N=75)
(%)

0 20 40 60 80 100

30歳代

18.8

31.7

21.9

19.5

43.8

26.8 17.1

6.3
6.3

4.9

3.1

0.0

2010年

(N=32)

2001年

(N=41)

40歳代

15.4

21.3

36.5

36.0

34.6

33.3

9.6

6.7

1.3

0.0

1.3

3.8
2010年

(N=52)

2001年

(N=75)
(%)

0 20 40 60 80 100

30歳代

15.6

14.6

15.6 43.8

36.6

9.4

24.4

12.5

9.8 14.6
0.0

3.1
2010年

(N=32)

2001年

(N=41)

40歳代

7.7

4.0

11.5

18.7

44.2

32.0

26.9

30.7 13.3

5.8

3.8

1.3

2010年

(N=52)

2001年

(N=75)

(%)
0 20 40 60 80 100

30歳代

12.5

7.3

46.9

46.3

15.6

26.8

15.6

2.4

6.3

17.1
0.0

3.1

2010年

(N=32)

2001年

(N=41)

40歳代

44.2

34.7

26.9

25.3 20.0

3.8

2.7

14.7

9.6 11.5

2.7

3.8
2010年

(N=52)

2001年

(N=75)

(%)
0 20 40 60 80 100

30歳代

18.8

9.8

9.4

17.1

46.9

48.8

9.4

12.2

12.5

12.2 0.0

3.1
2010年

(N=32)

2001年

(N=41)

40歳代

19.2

22.7

46.2

33.3

19.2

29.3 12.0

1.3

5.8 5.8 3.8

1.3

毎日・毎回する（した）

週３～４回する（した）

週１～２回する（した）

月１～２回する（した）

まったくしない（しなかった）

無回答

2010年

(N=52)

2001年

(N=75)
(%)

0 20 40 60 80 100

【図 3-2-2 前回比較 子どもの世話をする頻度（男性 30 歳代、40 歳代）】 

 

（ア）遊び相手をする            （イ）風呂に入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）食事をさせる             （エ）寝かしつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）おむつを替える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性の 30 歳代、40 歳代に限定して前回の調査と比べると、「（ウ）食事をさせる」、「（エ）

寝かしつける」、「（オ）おむつを替える」では「毎日・毎回する（した）」が増加し、「まっ

たくしない（しなかった）」は減少し、頻度は高くなっています。「（ア）遊び相手をする」、

「（イ）風呂に入れる」では「毎日・毎回する（した）」が特に 30 歳代で減少しています。 

（図 3-2-2） 
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問９ あなたは子育てについて、誰に相談していますか。（○はいくつでも） 

85.7

70.8

2.9

0.2

1.0

2.2

23.4

22.7

8.7

0.7

2.4

11.1

3.5

20.8

10.4

4.5

40.3

73.6

0 20 40 60 80 100

親や家族

近所の人、友人・知人

行政機関(市役所、保健医療センターな

ど)の相談窓口など

保育所や幼稚園及び学校

地域における子育て支援サービスの場

自ら育児書、インターネットを調べる

その他

相談すべきことはない

相談相手がいない

(MA%)

女性(N=414) 男性(N=288)

 

 

【図３－３ 子育てについての相談相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てについての相談相手は、男女とも「親や家族」が最も高く、女性で 85.7％、男性で

73.6％となっています。次いで、「近所の人、友人・知人」が女性で 70.8％、男性で 40.3％、

「自ら育児書、インターネットを調べる」が女性で 23.4％、男性で 20.8％という順になっ

ています。「近所の人、友人・知人」では女性が 70.8％、男性が 40.3％と男女差が大きくな

っています。（図３－３） 
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問 10 日頃、子どもを預けたい時、どうしていますか。（○はいくつでも） 

10.1

12.1

10.1

12.5

9.2

30.4

68.8

5.6

16.0

72.2

0 20 40 60 80

祖父母等の親族に預かってもらう

友人・知人に預かってもらう

地域の親しい人に預かってもらう

公的機関(子育て支援総合センター

など)､民間サービスを利用する

その他

(MA%)

女性(N=414) 男性(N=288)

 

 

【図３－４ 日頃の子どもの預け先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃の子どもの預け先は、男女ともに「祖父母等の親族に預かってもらう」が最も高く、

女性で 68.8％、男性で 72.2％となっています。次いで、「友人・知人に預かってもらう」が

女性で 30.4％、男性で 16.0％という順になっています。「友人・知人に預かってもらう」で

は女性が 30.4％、男性が 16.0％と男女差が大きくなっています。（図３－４） 
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問11 一般的に、女性が職業をもつことについて、あなたのお考えに最も近いものはどれで

すか。（○は１つ） 

（％）

国 女性 N=1,730 男性 N=1,510

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 47.5 44.0

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい 34.2 27.9

結婚するまでは職業をもつ方がよい 4.9 6.2

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 8.0 13.8

女性は職業をもたない方がよい 3.2 4.0

その他 0.8 2.0

わからない 1.4 2.1

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」(2009年)

（％）

大阪府 女性 N=382 男性 N=298

結婚や出産にかかわらず続ける方がよい 26.7 21.5

子育て期は中断しその後はフルタイムで続ける方がよい 15.2 14.1

子育て期は中断しその後はパートタイムで続ける方がよい 30.9 26.8

結婚まで仕事をし結婚後は家事に専念がよい 5.5 8.7

出産まで仕事をし産後は家事や子育てに専念がよい 12.6 19.8

仕事には就かない方がよい 0.0 1.7

その他 5.8 3.4

わからない 2.1 3.7

無回答 1.3 0.3

大阪府「男女共同参画にかかる府民意識調査」(2009年)

30.1

19.2

54.3

52.4 4.9

5.7

12.4

5.7

8.1

3.1

1.3

0.0

1.6

1.1女性(N=455)

男性(N=307)

(%)
0 20 40 60 80 100

結婚や出産の後も職業

を続けるほうがよい

結婚や出産などで一時家庭に入り、育児

が終わると再び職業をもつほうがよい

結婚をきっかけとして、

家庭に入るほうがよい

出産をきっかけとして、
家庭に入るほうがよい

職業をもたないほうがよい

わからない

無回答

 

 

※本章に限り、70 歳代以上の回答を集計から除いています（就労人口に該当しないため）。 

 

 

 

【図４－１ 女性が職業をもつことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が職業をもつことについての考えは、「結婚や出産などで一時家庭に入り、育児が終

わると再び職業をもつほうがよい」が女性で 54.3％、男性で 52.4％と男女とも半数以上を

占めています。「結婚や出産の後も職業を続けるほうがよい」は女性の方が高く、結婚、出

産後にも職業をもつべきとの意見は女性の方が高くなっています。（図４－１） 

 

 

【参考 国・大阪府との比較 女性が職業をもつことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．仕事について 
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【女性】

34.0

33.0

36.8

27.1

21.9

46.0

52.3

48.4

57.3

62.9

10.0

8.4

3.8

3.1

0.0

5.5

2.0

5.7

6.3

6.3

4.6

6.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

5.2

4.6

2.9

1.0

0.0

0.0

2.0

(%)
0 20 40 60 80 100

【女性】

30.1

25.4

15.3

54.3

56.9

61.8

3.1

3.3

4.8
9.7

5.7

9.1

0.0

0.9

0.9

5.7

2.9

5.6

1.1

1.6

1.7

(%)
0 20 40 60 80 100

【男性】

19.2 52.4

53.4

43.8 12.4

12.4

15.7

23.6

8.1

12.4

13.7

4.9

6.5

1.3

1.4

2.0

7.0

4.0

1.8

2.3

1.62010年

(455･N･307)

2001年

(693･N･511)

1989年

(660･N･445)

(%)
0 20 40 60 80 100

結婚や出産の後も職業を続けるほうがよい

結婚や出産などで一時家庭に入り、育児が終わると再び職業をもつほうがよい

結婚をきっかけとして、家庭に入るほうがよい

出産をきっかけとして、家庭に入るほうがよい

職業をもたないほうがよい

わからない

無回答

【男性】

30.3

17.5

19.7

19.4

15.7

42.4

56.1

51.5

53.2

53.9

7.6

7.9

9.1

15.8

10.6

11.3

13.5

9.1

8.8

10.6

11.33.2

0.0

3.0

2.2

1.6

0.0

0.0

3.0

3.4

3.4

0.0

0.0

1.8

3.0
20歳代

(50･N･33)

30歳代

(109･N･57)

40歳代

(95･N･66)

50歳代

(96･N･62)

60歳代

(105･N･89)
(%)

0 20 40 60 80 100

結婚や出産の後も職業を続けるほうがよい

結婚や出産などで一時家庭に入り、育児が終わると再び職業をもつほうがよい

結婚をきっかけとして、家庭に入るほうがよい

出産をきっかけとして、家庭に入るほうがよい

職業をもたないほうがよい

わからない

無回答

【図 4-1-1 年代別 女性が職業をもつことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、「結婚や出産の後も職業を続けるほうがよい」、「結婚や出産などで一時

家庭に入り、育児が終わると再び職業をもつほうがよい」は男女とも若年層で高く、「結婚

をきっかけとして、家庭に入るほうがよい」、「出産をきっかけとして、家庭に入るほうが

よい」は男女ともに高年齢層で高くなっています。（図 4-1-1） 

 

【図 4-1-2 前回比較 女性が職業をもつことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、「結婚や出産の後も職業を続けるほうがよい」は男女とも前回調査

よりも増加し、「結婚や出産などで一時家庭に入り、育児が終わると再び職業をもつほうが

よい」、「出産をきっかけとして、家庭に入るほうがよい」はともに男女とも減少しています。

女性が結婚や出産に関わらず仕事を持ち続けることを肯定する意見は女性だけでなく、男性

でも増加傾向にあります。（図 4-1-2） 
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《現在働いておられる方におたずねします。》 

問12 あなたが働くうえで悩みや不満があるとしたら、それはどのようなことですか。（○

はいくつでも） 

44.4

24.7

17.0

6.2

5.8

14.3

14.3

32.8

24.2

7.0

11.7

15.2

12.0

11.6

6.6

4.6

6.6

3.9

29.7

15.1

15.4

5.5

11.7

7.4

6.3

1.2

27.7

3.1

11.7

14.1

39.1

3.5

0 20 40 60

労働時間が長い

賃金・諸手当が少ない

休暇・休日が少ない

昇進・昇格が期待できない

能力が正当に評価されていない

性別による格差がある

人間関係がむずかしい

後継者がいない

責任ある仕事をまかされていない

仕事とプライベートの区別がない

仕事内容がつまらない

教育訓練を受ける機会がない

雇用形態(正規・非正規雇用等)が

希望通りではない

解雇の不安がある

その他

特に悩みや不満はない

(MA%)

女性(N=259) 男性(N=256)

 

 

 

 

【図４－２ 働くうえでの悩み、不満】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働くうえでの悩み、不満は、男女ともに「賃金・諸手当が少ない」が最も高く、女性で 44.4％、

男性で 39.1％となっています。次いで、女性は「人間関係がむずかしい」が 29.7％、男性

は「労働時間が長い」が 32.8％となっています。（図４－２） 
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【女性】

13.5

51.4

18.9

32.4

16.2

13.5

35.1

2.7

5.4

5.4

16.2

10.8

16.2

8.1

10.8

16.2

18.0

41.0

18.0

26.2

16.4

11.5

13.1

3.3

8.2

3.3

0.0

9.8

19.7

18.0

11.5

11.5

19.4

40.3

12.9

27.4

17.7

11.3

35.5

0.0

8.1

8.1

6.5

3.2

11.3

16.1

6.5

16.1

16.1

55.4

16.1

26.8

17.9

16.1

41.1

7.1

1.8

5.4

0.0

5.4

12.5

16.1

1.8

3.6

7.0

34.9

9.3

9.3
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4.7

0.0
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9.3

2.3
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【図 4-2-1 年代別 働くうえでの悩み、不満】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「賃金・諸手当が少ない」は女性では 50 歳代が 55.4％、20 歳代で 51.4％

と高くなっています。「人間関係がむずかしい」では、女性は 20 歳代、40 歳代、50 歳代で

３割以上と高くなっていますが、30 歳代では 13.1％と低くなっています。「休暇・休日が少

ない」、「昇進・昇格が期待できない」は男性の若年層で高くなっていますが、30 歳代では若

干低くなっています。（図 4-2-1） 
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能力が正当に評価されていない

性別による格差がある

人間関係がむずかしい

後継者がいない

責任ある仕事をまかされていない

仕事とプライベートの区別がない

仕事内容がつまらない

教育訓練を受ける機会がない

雇用形態(正規・非正規雇用等)が

希望通りではない

解雇の不安がある

その他

特に悩みや不満はない

【男性】
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【図 4-2-2 職業別 働くうえでの悩み、不満】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業別にみると、「賃金・諸手当が少ない」は女性では「勤め人（フルタイム）」、「勤め人

（パート等）」ともに半数前後と高くなっています。「労働時間が長い」では男性の「勤め人

（フルタイム）」で 38.2％と「勤め人（パート等）」の 7.4％を大きく上回っていますが、「雇

用形態（正規・非正規雇用等）が希望通りではない」では「勤め人（パート等）」が 33.3％

と「勤め人（フルタイム）」を上回っています。「解雇の不安がある」は男女とも「勤め人（パ

ート等）」で高くなっています。（図 4-2-2） 
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仕事内容がつまらない

教育訓練を受ける機会がない
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その他
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0.0

16.7

16.7

0.0

16.7

0 20 40 60

(MA%)

勤め人(フルタ

イム)(N=191)

勤め人(パート

等)(N=27)

自営業・自由

業(N=32)

内職・その他

(N=6)

【女性】

22.1

47.1

22.1

26.0

18.3

19.2

33.7

3.8

5.8

4.8

3.8

6.7

9.6

10.6

6.7

10.6

8.6

50.9

9.5

27.6

18.1

6.0

30.2

1.7

6.0

4.3

6.9

5.2

19.0

20.7

5.2

12.9

14.8

11.1

11.1

11.1

7.4

3.7

22.2

11.1

11.1

18.5

0.0

7.4

7.4

3.7

11.1

7.4

25.0

33.3

16.7

16.7

16.7

25.0

8.3

8.3

0.0

16.7

0.0

0.0

25.0

8.3

8.3

16.7

0204060

(MA%)

勤め人(フルタ

イム)(N=104)

勤め人(パート

等)(N=116)

自営業・自由

業(N=27)

内職・その他

(N=12)



Ⅱ 成人一般調査結果 

 

- 61 - 

《全員におたずねします。》 

問13 あなたは、生活の中で仕事、家庭や地域活動、個人の生活で何を優先しますか。あな

たの希望と現実（現状）に最も近いものをそれぞれについてお答えください。（いずれ

も○は１つ） 

＜希望＞

10.3

18.0

34.7

0.2

1.8

2.0

6.2

14.3

12.4

21.2

0.3

2.3

1.6

10.8

7.5

13.2

1.5

27.0

8.5

6.2

0 20 40 60

｢仕事｣を優先したい

｢家庭や地域活動｣を優先したい

｢個人の生活｣を優先したい

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣をと

もに優先したい

｢仕事｣と｢個人の生活｣をともに

優先したい

｢家庭や地域活動｣と｢個人の生

活｣をともに優先したい

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣と｢

個人の生活｣の３つとも大切に

したい

その他

わからない

無回答

(%)

女性(N=455) 男性(N=307)

＜現実＞

24.6

10.3

11.6

11.4

11.2

8.4

0.9

3.1

2.2

50.8

11.4

11.4

1.0

2.9

1.3

16.3

6.5

2.6

8.5

3.6

0 20 40 60

｢仕事｣を優先している

｢家庭や地域活動｣を優先してい

る

｢個人の生活｣を優先している

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣をと

もに優先している

｢仕事｣と｢個人の生活｣をともに

優先している

｢家庭や地域活動｣と｢個人の生

活｣をともに優先している

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣と｢

個人の生活｣の３つとも大切に

している

その他

わからない

無回答

(%)

女性(N=455) 男性(N=307)

 

 

 

 

 

【図４－３ 生活の中で優先したいこと、していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の中で優先したいことは男女とも「「仕事」と「家庭や地域活動」と「個人の生活」

の３つとも大切にしたい」が最も高く、女性で 34.7％、男性で 27.0％となっています。次

いで、女性は「「家庭や地域活動」と「個人の生活」をともに優先したい」が 18.0％、男性

は「「仕事」と「個人の生活」をともに優先したい」が 21.2％となっています。 

生活の中で優先していることは、女性は「「家庭や地域活動」を優先している」が 24.6％

と最も高く、男性は「「仕事」を優先している」が 50.8％と最も高くなっています。 

（図４－３） 
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（％）

国 女性 N=1,730 男性 N=1,510

｢仕事｣を優先したい 4.4 13.3

｢家庭生活｣を優先したい 34.1 22.5

｢地域・個人の生活｣を優先したい 2.1 2.3

｢仕事｣と｢家庭生活｣をともに優先したい 29.7 33.0

｢仕事｣と｢地域・個人の生活｣をともに優先したい 2.5 4.8

｢家庭生活｣と｢地域・個人の生活｣をともに優先したい 9.0 6.4

｢仕事｣と｢家庭生活｣と｢地域・個人の生活｣をともに優先したい 17.0 16.7

わからない 1.2 0.9

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」(2009年)

（％）

大阪府 女性 N=205 男性 N=231

｢仕事｣を優先したい 4.9 13.4

｢家庭や地域活動｣を優先したい 5.4 3.9

｢個人の生活｣を優先したい 13.2 13.0

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣をともに優先したい 8.8 14.7

｢仕事｣と｢個人の生活｣をともに優先したい 20.0 19.5

｢家庭や地域活動｣と｢個人の生活｣をともに優先したい 6.8 4.8

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣と｢個人の生活｣の３つとも大切にしたい 31.2 25.5

その他 1.0 0.0

わからない 2.4 0.9

（「現在仕事をしている方」のみ）

大阪府「男女共同参画にかかる府民意識調査」(2009年)

国 女性 N=1,730 男性 N=1,510

｢仕事｣を優先している 15.3 37.8

｢家庭生活｣を優先している 44.2 20.1

｢地域・個人の生活｣を優先している 2.9 4.6

｢仕事｣と｢家庭生活｣をともに優先している 21.1 21.0

｢仕事｣と｢地域・個人の生活｣をともに優先している 2.3 5.1

｢家庭生活｣と｢地域・個人の生活｣をともに優先している 8.5 4.6

｢仕事｣と｢家庭生活｣と｢地域・個人の生活｣をともに優先している 4.2 5.1

わからない 1.5 1.7

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」(2009年)

大阪府 女性 N=205 男性 N=231

｢仕事｣を優先している 28.8 55.0

｢家庭や地域活動｣を優先している 10.7 2.2

｢個人の生活｣を優先している 3.9 4.8

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣をともに優先している 13.2 13.0

｢仕事｣と｢個人の生活｣をともに優先している 21.0 10.8

｢家庭や地域活動｣と｢個人の生活｣をともに優先している 2.4 1.3

｢仕事｣と｢家庭や地域活動｣と｢個人の生活｣の３つとも大切にしている 12.2 6.5

その他 0.5 0.4

わからない 1.5 0.9

（「現在仕事をしている方」のみ）

大阪府「男女共同参画にかかる府民意識調査」(2009年)

（％）

（％）

【参考 国・大阪府との比較 生活の中で優先したいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考 国・大阪府との比較 生活の中で優先していること】 
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【図 4-3-1① 年代別 生活の中で優先したいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「「仕事」と「家庭や地域活動」と「個人の生活」の３つとも大切にした

い」は女性では40歳代で45.3％、20歳代で44.0％と高くなっていますが、30歳代では33.9％

となっています。男性は 40 歳代、50 歳代でともに３割台と中年層で高くなっています。「「個

人の生活」を優先したい」は女性に年代間の大きな差はみられませんが、男性は 20 歳代で

30.3％と高くなっています。（図 4-3-1①） 

 

 

 

 

 

【女性】
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0.0

0.0
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0.0

11.9

12.8

6.4

10.1

21.1

33.9

0.9

0.9

1.8

1.1

10.5

12.6

8.4

6.3

15.8

45.3

0.0

0.0

0.0

3.1

5.2

15.6

8.3

15.6

22.9

27.1

0.0

0.0

2.1

2.9

16.2

11.4

7.6

10.5

12.4

28.6

0.0

6.7

3.8

0204060

(%)

20歳代(N=50)

30歳代(N=109)

40歳代(N=95)

50歳代(N=96)

60歳代(N=105)

「仕事」を優先したい

「家庭や地域活動」を優先したい

「個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭や地域活動」を

ともに優先したい

「仕事」と「個人の生活」をとも

に優先したい

「家庭や地域活動」と「個人の生

活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭や地域活動」と

「個人の生活」の３つとも大切に

したい

その他

わからない

無回答

【男性】

0.0

3.0

30.3

12.1

21.2

9.1

21.2

0.0

3.0

0.0

12.3

12.3

14.0

19.3

12.3

26.3

0.0

1.8

0.0

3.0

7.6

9.1

15.2

18.2

12.1

30.3

0.0

4.5

0.0

6.5

3.2

17.7

4.8

25.8

4.8

30.6

1.6

1.6

3.2

13.5

4.5

11.2

14.6

21.3

5.6

24.7

0.0

1.1

3.4

1.8
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(%)

20歳代(N=33)

30歳代(N=57)

40歳代(N=66)

50歳代(N=62)

60歳代(N=89)
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【図 4-3-1② 年代別 生活の中で優先していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「「家庭や地域活動」を優先している」は女性では 30 歳代で 36.7％と最

も高くなっています。「「仕事」を優先している」は男性では 40 歳代で 60.6％と最も高くな

っています。「「個人の生活」を優先している」では女性は 60 歳代で最も高くなっています

が、男性は 20 歳代で最も高くなっています。（図 4-3-1②） 

 

 

 

 

 

 

【女性】

22.0

16.0

12.0

10.0

28.0

0.0

8.0

0.0

2.0

2.0

13.8

36.7

6.4

11.0

9.2

11.0

6.4

0.9

1.8

2.8

13.7

29.5

2.1

14.7

9.5

10.5

15.8

2.1

2.1

0.0

20.8

18.8

8.3

11.5

13.5

18.8

5.2

0.0

1.0

2.1

14.3

17.1

22.9

10.5

5.7

10.5

6.7

1.0

7.6

3.8

020406080

(%)

20歳代(N=50)

30歳代(N=109)

40歳代(N=95)

50歳代(N=96)

60歳代(N=105)

「仕事」を優先している

「家庭や地域活動」を優先して

いる

「個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭や地域活動」

をともに優先している

「仕事」と「個人の生活」をと

もに優先している

「家庭や地域活動」と「個人の

生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭や地域活動」

と「個人の生活」の３つとも大

切にしている

その他

わからない

無回答

【男性】

39.4

6.1

21.2

0.0

15.2

0.0

6.1

3.0

9.1

0.0

56.1

3.5

3.5

15.8

8.8

0.0

5.3

0.0

7.0

0.0

60.6

1.5

1.5

16.7

7.6

1.5

7.6

1.5

1.5

0.0

53.2

0.0

11.3

11.3

11.3

0.0

6.5

1.6

1.6

3.2

42.7

6.7

10.1

9.0

14.6

7.9

6.7

0.0

0.0

2.2

0 20 40 60 80

(%)

20歳代(N=33)

30歳代(N=57)

40歳代(N=66)

50歳代(N=62)

60歳代(N=89)
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【女性】

1.6

1.6

23.4

6.3

18.8

6.3

40.6

0.0

0.0

1.6

1.4

12.0

11.7

7.5

8.9

20.6

34.0

0.3

1.7

1.9

3.2

9.7

9.7

9.7

16.1

12.9

29.0

0.0

6.5

3.2

0204060

(%)

未婚(N=64)

既婚(N=359)

離婚又は死別

した(N=31)

【男性】

22.9

8.6

28.6

5.7

1.4

5.7

0.0

7.9

12.3

14.0

18.9

9.6

0.0

1.3

1.3

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

12.5

21.4

4.3

1.4

28.5

6.1

37.5

0 20 40 60

「仕事」を優先したい

「家庭や地域活動」を優先したい

「個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭や地域活動」をともに

優先したい

「仕事」と「個人の生活」をともに優先

したい

「家庭や地域活動」と「個人の生活」を

ともに優先したい

「仕事」と「家庭や地域活動」と「個人

の生活」の３つとも大切にしたい

その他

わからない

無回答

(%)

未婚(N=70)

既婚(N=228)

離婚又は死別

した(N=8)

【図 4-3-2① 結婚有無別 生活の中で優先したいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の有無別にみると、「「仕事」と「家庭や地域活動」と「個人の生活」の３つとも大切

にしたい」は女性では未婚者が 40.6％と既婚者よりも高くなっていますが、男性では既婚者

の方が 28.5％と高くなっています。「「個人の生活」を優先したい」では男女とも未婚者の方

が高くなっています。（図 4-3-2①） 
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【女性】

31.3

3.1

12.5

6.3

35.9

0.0

6.3

0.0

3.1

1.6

11.7

30.1

10.3

13.1

6.4

14.2

8.6

1.1

2.2

2.2

38.7

6.5

3.2

6.5

19.4

0.0

9.7

0.0

12.9

3.2

0204060

(%)

未婚(N=64)

既婚(N=359)

離婚又は死別

した(N=31)

【男性】

42.9

2.9

14.3

1.4

18.6

1.4

4.3

4.3

10.0

0.0

53.5

3.9

6.6

14.5

9.2

3.1

7.0

0.0

0.9

1.3

37.5

0.0

12.5

12.5

12.5

0.0

12.5

0.0

0.0

12.5

0 20 40 60

「仕事」を優先している

「家庭や地域活動」を優先している

「個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭や地域活動」をとも

に優先している

「仕事」と「個人の生活」をともに優

先している

「家庭や地域活動」と「個人の生活」

をともに優先している

「仕事」と「家庭や地域活動」と「個

人の生活」の３つとも大切にしている

その他

わからない

無回答

(%)

未婚(N=70)

既婚(N=228)

離婚又は死別

した(N=8)

【図 4-3-2② 結婚有無別 生活の中で優先していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の有無別にみると、「「家庭や地域活動」を優先している」は女性では既婚者が 30.1％

と未婚者よりも高くなっています。逆に「「仕事」と「個人の生活」をともに優先している」

では女性は未婚者で 35.9％と既婚者よりも高くなっています。「「仕事」を優先している」で

は女性は未婚者で 31.3％と高くなっていますが、男性は既婚者で 53.5％と高くなっていま

す。（図 4-3-2②） 
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《「学生」以外で、現在働いておられない方におたずねします。》 

問14 あなたが、働いておられない主な理由は何ですか。（○は１つ） 

14.8

20.6

12.2

36.6

12.2

9.8

17.1

15.3

2.1

5.8

6.3

3.2

2.1

3.7

4.2

0.5

1.6

3.7

3.7

9.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

4.9

2.4

2.4

2.4

0 20 40 60

年をとっているから

定年退職したから

病気または身体が弱いから

希望の条件にあう適当な仕事がないから

求職しているが、採用に至っていないから

仕事以外にしたいことがあるから

家事に専念したいから

子どもが小さいから

介護が必要な家族がいるから

家族が反対するから

解雇された、会社が倒産したから

働く必要がないから

その他

特に理由はない

無回答

(%)

女性(N=189) 男性(N=41)

 

 

 

【図４－４ 働いていない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働いていない理由は、女性は「子どもが小さいから」が 20.6％、「年をとっているから」

が 15.3％となっています。男性は「定年退職したから」が 36.6％、「病気または体が弱いか

ら」が 12.2％の順となっています。（図４－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 成人一般調査結果 

 

- 68 - 

問15 あなたは、適当な仕事があれば働きたいと思われますか。（○は１つ） 

21.7

39.0

29.6

9.8

23.3

26.8

21.2

14.6 9.8

4.2女性(N=189)

男性(N=41)

(%)
0 20 40 60 80 100

すぐに働きたい 将来は働きたい 働きたくない わからない 無回答

【女性】

19.1

36.4

22.5

16.7

66.7

66.0

42.4

22.5

53.3

15.2

37.5

21.7

11.1

7.5

3.3

0.0

2.1

6.1

11.1

12.8

5.0

11.1

0.0

0.0

10.0

(%)
0 20 40 60 80 100

すぐに働きたい

将来は働きたい

働きたくない わからない

無回答

【男性】

100.0

50.0

100.0

28.6

32.1

42.9

50.0

14.3

0.0

0.0

0.0

3.6 35.7

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

0.0

14.3

14.3

0.0

0.0

0.0

0.020歳代

(9･N･3)

30歳代

(47･N･2)

40歳代

(33･N･1)

50歳代

(40･N･7)

60歳代

(60･N･28)
(%)

0 20 40 60 80 100

すぐに働きたい

将来は働きたい

働きたくない
わからない

無回答

20歳代

39.1

11.1 66.7

43.5

0.0

8.7

11.1

8.7 0.0

11.12010年

(N=9)

2001年

(N=23)

すぐに働きたい
働きたくない わからない

無回答将来は働きたい

30歳代

19.1

23.4

66.0

61.0

2.1

6.5

12.8

5.2
3.9

0.0
2010年

(N=47)

2001年

(N=77)

40歳代

36.4

41.9 25.616.3

42.4
6.1

15.2

16.3 0.0

0.02010年

(N=33)

2001年

(N=43)
(%)

0 20 40 60 80 100

 

 

【図４－５ 就労意向の有無】 

 

 

 

 

 

 

就労意向の有無は、女性は「すぐに働きたい」が 21.7％、「将来は働きたい」が 29.6％と

合わせて 51.3％の人が働きたいと回答しています。男性は「すぐに働きたい」が 39.0％、「将

来は働きたい」が 9.8％と合わせて 48.8％の人が働きたいと回答しています。（図４－５） 

 

 

【図 4-5-1 年代別 就労意向の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、女性は「すぐに働きたい」は 40 歳代で 36.4％と高く、「将来は働きたい」

は若年層ほど高くなっています。（図 4-5-1） 

 

【図 4-5-2 前回比較 就労意向の有無（女性 20 歳代～40 歳代）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、女性の就労意

向は、20 歳代、30 歳代、40 歳代、い

ずれの年代も「すぐに働きたい」とい

う人は減少していますが、「将来は働

きたい」という人は増加しています。

（図 4-5-2） 
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《全員におたずねします。》 

問16 どのような形で働きたいと思われますか。（現在働いておられる方もお答えください。

現状と同じ形態でも構いません。）（○は１つ） 

【女性】

62.0

43.1

36.8

29.2

18.1

18.0

39.4

45.3

33.3

31.4

16.0

25.0

15.2 9.5 9.5 13.3

11.9

11.6

2.0

0.9

1.1

2.1

2.0

1.8

2.1

4.2

2.9

0.9

1.1

2.1

0.0

1.8

2.1

4.2

0.0

正社員・正職員などの常勤・フルタイムの仕事

パートタイム・アルバイト・派遣などの仕事

資格や特技を生かしたフリーの仕事

自営（手伝いを含む）

内職・自宅での請負の仕事

その他

無回答

20歳代

(N=50)

30歳代

(N=109)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=96)

60歳代

(N=105)
(%)

0 20 40 60 80 100

35.2

63.8

35.2

9.8

15.8

11.4 7.2

3.3

2.6

2.0

3.1

2.3

3.6

4.8女性(N=455)

男性(N=307)

(%)
0 20 40 60 80 100

正社員・正職員などの

常勤・フルタイムの仕事

パートタイム・アルバ

イト・派遣などの仕事

資格や特技を生かしたフリーの仕事

自営（手伝いを含む） 内職・自宅での

請負の仕事

その他

無回答

 

 

 

 

【図４－６ 希望する就労形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する就労形態は、女性は「正社員・正職員などの常勤・フルタイムの仕事」、「パート

タイム・アルバイト・派遣などの仕事」がともに 35.2％となっています。男性は「正社員・

正職員などの常勤・フルタイムの仕事」が 63.8％、「パートタイム・アルバイト・派遣など

の仕事」が 9.8％となっています。（図４－６） 

 

 

【図 4-6-1 年代別 希望する就労形態（女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性の年代別にみると、「正社員・正職員などの常勤・フルタイムの仕事」は若年層ほど

高く、20 歳代では 62.0％となっています。40 歳代から上の年代では「パートタイム・アル

バイト・派遣などの仕事」の方が高くなり、40 歳代では 45.3％となっています。（図 4-6-1） 
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【女性】

32.8

16.7

31.3

43.3

62.6

15.2

20.56.4

0.0

4.9

2.3

4.5
11.1

2.8

4.0

4.3

0.7

3.5

8.6

22.8

1.5

2010年

(N=533)

2001年

(N=298)

1996年

(N=198)
(%)

0 20 40 60 80 100

正社員・正職員などの常勤・フルタイムの仕事

パートタイム・アルバイト・派遣などの仕事

資格や特技を生かしたフリーの仕事

自営（手伝いを含む）

内職・自宅での請負の仕事

その他

無回答

【図 4-6-2 前回比較 希望する就労形態（女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「内職・自宅での請負の仕事」は前回調査ではそれぞれ「内職」、「自宅での請負の仕事を行う」の２項目で設定されている。 

 

 女性のみ、前回調査と比べると「正社員・正職員などの常勤・フルタイムの仕事」は大き

く増加しています。一方、「パートタイム・アルバイト・派遣などの仕事」は 10 ポイント以

上減少していることから、女性の就労の志向がパート・アルバイトから正社員に変化してい

ることがうかがえます。（図 4-6-2） 
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問17 これから女性が働きやすい社会の環境をつくるためには、どのようなことが重要だと

思われますか。（○は３つまで） 

33.4

16.0

40.2

8.6

55.2

15.6

2.0

0.7

27.0

19.9

15.6

40.7

23.8

2.6

2.3

1.3

24.4

22.6

35.6

10.1

0.2

11.7

50.8

23.8

4.9

27.4

0 20 40 60 80

男女ともに労働時間の短縮を図る

男性が家事・育児・介護をもっと行う

男女の雇用機会を均等にする

職場での男女の昇進、待遇の格差をな

くす

パートタイムなどの女性の労働条件を

向上する

再就職を希望する女性のための講座・

セミナーを充実する

出産後も職場復帰できる再雇用制度を

充実する

保育所、留守家庭児童会（学童保育）

などの育児環境を充実する

介護、育児休業制度などの普及を図る

介護保険によるホームヘルパーや施設

を充実する

その他

特にない

わからない

(3LA%)

女性(N=455) 男性(N=307)

 

 

 

【図４－７ 女性が働きやすい社会環境をつくるために重要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が働きやすい社会環境をつくるために重要だと思うことは、男女ともに「保育所、留

守家庭児童会（学童保育）などの育児環境を充実する」が最も高く、女性で 55.2％、男性で

50.8％となっています。次いで、女性は「パートタイムなどの女性の労働条件を向上する」

が 40.2％、男性は「出産後も職場復帰できる再雇用制度を充実する」が 40.7％となってい

ます。（図４－７） 
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【図 4-7-1 年代別 女性が働きやすい社会環境をつくるために重要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「保育所、留守家庭児童会（学童保育）などの育児環境を充実する」で

は女性は 20 歳代、30 歳代で高くなっていますが、男性では 40 歳代、60 歳代で高くなって

います。「パートタイムなどの女性の労働条件を向上する」は女性では 40 歳代を中心に中年

層で高くなっているのに対し、男性では高年齢層ほど高くなっています。「男女ともに労働

時間の短縮を図る」、「出産後も職場復帰できる再雇用制度を充実する」では男女ともに若年

層で高くなっています。（図 4-7-1） 

 

 

 

【女性】
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行う

男女の雇用機会を均等にする

職場での男女の昇進、待遇の格差

をなくす

パートタイムなどの女性の労働条

件を向上する

再就職を希望する女性のための講

座・セミナーを充実する

出産後も職場復帰できる再雇用制

度を充実する

保育所、留守家庭児童会（学童保

育）などの育児環境を充実する

介護、育児休業制度などの普及を

図る

介護保険によるホームヘルパーや

施設を充実する

その他

特にない

わからない
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問18 次の活動のうち、あなたが最近１年間に参加されたもの、また、今後参加したいと思

われるものはありますか。（○は参加したもの、参加したいと思うものそれぞれにいく

つでも） 

<最近１年間に参加したもの>

12.4

0.0

0.4

3.6

40.0

33.6

6.8

1.7

15.8

0.0

1.5

2.6

41.2

21.4

3.6

9.3

4.1

25.0

0 20 40 60

趣味・学習・スポーツ活動

地域の活動(自治会、こども会、婦

人会、老人クラブ、ＰＴＡなど)

消費生活活動や住民運動（共同購

入や、リサイクルなど）

福祉・ボランティア活動

政治活動や労働組合活動

宗教活動

民生委員、審議会の委員などの公

的委員会活動

その他の活動

特にない

(MA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

<参加したいと思うもの>

12.1

8.8

0.6

15.2

1.9

1.7

3.0

19.7

9.8

37.0

5.2

0.0

21.9

1.5

3.1

17.5

5.4

32.5

0 20 40 60

趣味・学習・スポーツ活動

地域の活動(自治会、こども会、婦

人会、老人クラブ、ＰＴＡなど)

消費生活活動や住民運動（共同購入

や、リサイクルなど）

福祉・ボランティア活動

政治活動や労働組合活動

宗教活動

民生委員、審議会の委員などの公的

委員会活動

その他の活動

特にない

(MA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

 

 

 

 

 

 

【図５－１ 最近１年間に参加した社会活動、今後参加したいと思う社会活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近１年間に参加した社会活動は、男女ともに「趣味・学習・スポーツ活動」が最も高く、

女性で 40.0％、男性で 41.2％となっています。次いで、「地域の活動（自治会、こども会、

婦人会、老人クラブ、ＰＴＡなど）」が女性で 33.6％、男性で 21.4％となっています。「特

にない」は女性で 15.8％、男性で 25.0％となっています。 

今後参加したいと思う社会活動は、男女ともに「趣味・学習・スポーツ活動」が最も高く、

女性で 37.0％、男性で 32.5％となっています。次いで、「福祉・ボランティア活動」が女性

で 19.7％、男性で 17.5％となっています。「特にない」は女性で 15.2％、男性で 21.9％と

なっています。（図５－１） 
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【図 5-1-1① 年代別 最近１年間に参加した社会活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「趣味・学習・スポーツ活動」は女性では 50 歳代を中心に高年齢層で高

くなっていますが、男性は 20 歳代を中心に若年層で高くなっています。「地域の活動（自治

会、こども会、婦人会、老人クラブ、ＰＴＡなど）」では男女ともに 40 歳代で高く、特に女

性では 51.6％と半数を占めています。（図 5-1-1①） 
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【図 5-1-1② 年代別 今後参加したいと思う社会活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「趣味・学習・スポーツ活動」は女性では 20 歳代を中心に若年層になる

ほど割合は高くなっています。男性は 40 歳代を中心に中年層で高くなっています。「福祉・

ボランティア活動」では男女ともに 50 歳代で高くなっています。（図 5-1-1②） 
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【図 5-1-2① 前回比較 最近１年間に参加した社会活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、「趣味・学習・スポーツ活動」は女性では年々減少の傾向がみられ

ますが、男性は今回調査で増加しています。「福祉・ボランティア活動」では女性はわずか

に減少傾向がみられますが、男性は増加傾向がみられます。（図 5-1-2①） 

 

【図 5-1-2② 前回比較 今後参加したいと思う社会活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、「趣味・学習・スポーツ活動」、「福祉・ボランティア活動」は男女

ともに今回調査で減少しています。（図 5-1-2②） 
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問19 あなたが社会活動に参加される場合、どのようなことが支障となりますか。（○は２

つまで） 
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【図５－２ 社会活動に参加するうえで支障となること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会活動に参加するうえで支障となることは、男女ともに「仕事や家事が忙しい」が最も

高く、女性で 35.1％、男性で 39.4％となっています。次いで、「自分の健康や体力に不安が

ある」が女性で 25.0％、男性で 21.9％となっています。（図５－２） 
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【図 5-2-1 年代別 社会活動に参加するうえで支障となること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「小さな子ども、病人、高齢者がいる」では女性で 30 歳代が 47.7％と高

くなっています。「仕事や家事が忙しい」では男性で 30 歳代が 66.7％と高くなっています。

「経済的に余裕がない」は女性では 20 歳代が最も高くなっていますが、男性では 50 歳代と

20 歳代で高くなっています。（図 5-2-1） 
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【図 5-2-2 前回比較 社会活動に参加するうえで支障となること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、「参加したい活動の情報が少ない」では男女ともに前回調査よりも

減少しています。「自分の健康や体力に不安がある」は男性で増加していますが、年齢層が

前回調査よりも高いことが影響していると考えられます。（図 5-2-2） 
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問20 あなたが高齢期の生活について、特に不安に思われていることは何ですか。（○は２

つまで） 

10.5

43.9

18.8

28.9

13.9

54.1

9.8

3.4

0.8

2.3

10.1

7.5

48.6

9.0

38.4

17.8

0.5

3.6

2.6

22.9

0 20 40 60

生きがいをみつけられるか

健康で過ごせるか

一人になったときの孤独

経済的にやっていけるか

病気や寝たきりになったとき、世

話を頼める人がいるか

介護保険・社会福祉制度が十分か

なんとなく不安がある

その他

特に不安はない

今は考えていない

(2LA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

 

 

 

 

 

【図６－１ 高齢期の生活について不安に思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢期の生活について不安に思うことは、男女ともに「健康で過ごせるか」が最も高く、

女性で 48.6％、男性で 54.1％となっています。次いで、「経済的にやっていけるか」が女性

で 43.9％、男性で 38.4％、「介護保険・社会福祉制度が十分か」が女性で 28.9％、男性で

22.9％となっています。（図６－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．高齢期の生活について 
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【図 6-1-1 年代別 高齢期の生活について不安に思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「経済的にやっていけるか」は男女ともに若年層で高く、女性では 30 歳

代で 64.2％、男性では 20 歳代で 57.6％となっています。「健康で過ごせるか」は男女とも

高年齢層ほど高くなっています。（図 6-1-1） 
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50.8

10.7

38.5

22.1

30.9

9.8

0.1

1.9

3.8

9.2

51.2

13.0

36.0

21.8

29.7

11.4

1.3

2.1

5.0

10.2

0204060

(2LA%)

2010年(N=533)

2001年(N=693)

1996年(N=775)

【男性】

13.9

54.1

9.8

38.4

17.8

22.9

9.0

0.5

3.6

2.6

16.4

48.7

11.5

42.1

17.8

25.8

11.9

0.8

0.8

3.9

14.6

43.9

11.0

29.3

19.0

28.0

8.2

0.9

2.9

9.1

0 20 40 60

生きがいをみつけられるか

健康で過ごせるか

一人になったときの孤独

経済的にやっていけるか

病気や寝たきりになったとき、世

話を頼める人がいるか

介護保険・社会福祉制度が十分か

なんとなく不安がある

その他

特に不安はない

今は考えていない

(2LA%)

2010年(N=388)

2001年(N=511)

1996年(N=547)

【図 6-1-2 前回比較 高齢期の生活について不安に思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、「経済的にやっていけるか」は女性では年々増加傾向にありますが、

男性では今回調査で減少しています。「健康で過ごせるか」は男性で増加傾向にありますが、

年齢層が前回調査よりも高いことが影響していると考えられます。（図 6-1-2） 
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問21 もし、あなたが寝たきりで介護が必要になったとしたら、介護保険を利用しつつ、主

にだれに（どこで）身の回りの世話をしてもらいたいと思われますか。（○は１つ） 

【女性】

28.0

1.5

12.8

0.8

0.4

26.6

8.1

0.6

17.8

35.1

1.3

13.1

0.3

0.3

19.5

8.2

0.7

21.2

28.3

0.5

12.4

1.4

0.0

21.3
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27.6

020406080
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1996年(N=775)
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0.8

0.4

26.6
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17.8

3.6

28.0

020406080

(%)

【男性】(N=388)

0.8
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0.5

0.3

15.7
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1.3

16.5

1.3

55.7

0 20 40 60 80

配偶者（夫・妻）

息子

娘

息子の配偶者

娘の配偶者

老人ホームなどの施設

ホームヘルパー

その他

まだ具体的に考えていない

無回答

(%)

【男性】

55.7

0.8

3.4

0.5

0.3

15.7

4.6

1.3

16.5

63.8

1.2

2.7

0.6

0.2

10.0

3.7

1.0

16.0

55.2

1.1

2.7

0.4

0.0

13.3

2.7

0.7

21.0

0 20 40 60 80

配偶者（夫・妻）

息子

娘

息子の配偶者

娘の配偶者

老人ホームなどの施設

ホームヘルパー

その他

まだ具体的に考えてい

ない

(%)

2010年(N=388)
2001年(N=511)

1996年(N=547)

 

 

 

【図６－２ 介護してもらいたい人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護してもらいたい人は、女性は「配偶者（夫・妻）」が 28.0％、「老人ホームなどの施設」

が 26.6％となっています。男性は「配偶者（夫・妻）」が 55.7％、「老人ホームなどの施設」

が 15.7％となっています。「まだ具体的には考えていない」は女性で 17.8％、男性で 16.5％

となっています。（図６－２） 

 

【図 6-2-1 前回比較 介護してもらいたい人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比べると、「配偶者（夫・妻）」は男女ともに前回調査よりも減少し、「老人ホ

ームなどの施設」は男女ともに増加しています。（図 6-2-1） 
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問22 あなたは、次の（ア）～（コ）のようなことが夫婦（事実婚や別居中も含む）、恋人

の間で行われた場合、暴力だと思われますか。（○は各項目に１つ） 

【女性】

58.3

73.5

56.8

62.9

48.4

65.5

73.2

59.7

71.1

74.5

32.1

29.1

27.4

37.0

25.3

17.4

32.3

20.5

20.8

22.0

9.6

10.5

6.0

1.3

1.7

5.8

5.1

5.4

3.6

2.8

3.6

3.9

3.8

4.5

3.9

4.1

4.1

3.9

4.5

4.1

(%)
0 20 40 60 80 100

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答

(N=533) 【男性】

56.4

69.6

56.4

67.8

43.3

68.0

66.5

54.4

62.6

69.6

33.0

24.2

30.4

23.7

42.8

22.4

22.7

37.4

27.3

22.7

8.8

9.3

3.6

5.9

4.4

7.0

5.4

4.1

1.8

6.2

4.1

4.1

3.9

3.9

4.1

4.6

4.4

4.4

4.4

4.4(ア)なぐるふりをして、おどす

(イ)相手がいやがっているのに性

的な行為を強要する

(ウ)見たくないのに、アダルトビ

デオやヌード雑誌を見せる

(エ)思い出の品や、大切にしてい

るものを壊したり捨てたりする

(オ)何を言っても長時間無視し続

ける

(カ)交友関係や電話を細かく監視

し、行動を制限する

(キ)生活費を渡さない

(ク)大声でどなる

(ケ)｢だれのおかげで生活できるん

だ｣とか｢かいしょうなし｣と言う

(コ)その他､傷つくような言葉､人

格を否定されるような言葉を言う

(%)
0 20 40 60 80 100

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたる

とは思わない

無回答

(N=388)

 

 

 

 

 

【図７－１ 夫婦・恋人間で暴力だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫婦・恋人間で暴力だと思うことは、女性は「（コ）その他、傷つくような言葉、人格を

否定されるような言葉を言う」で「どんな場合でも暴力にあたると思う」は 74.5％、「（イ）

相手がいやがっているのに性的な行為を強要する」で 73.5％、「（キ）生活費を渡さない」で

73.2％となっています。男性は「（イ）相手がいやがっているのに性的な行為を強要する」、

「（コ）その他、傷つくような言葉、人格を否定されるような言葉を言う」で「どんな場合

でも暴力にあたると思う」が 69.6％となっています。（図７－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．男女の人権について 
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問23 あなたは、配偶者・恋人など一定期間親しい関係にある（あった）相手がおられます

か。（結婚、同居の有無は問いません。）（○は１つ） 

89.9

83.5

7.9

13.9

2.6

2.3

女性(N=533)

男性(N=388)

(%)
0 20 40 60 80 100

いる（現在いなくても、これまでにいた場合を含む） いない

無回答

 

 

 

【図７－２ 配偶者・恋人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者・恋人の有無は、「いる（現在いなくても、これまでにいた場合を含む）」という人

は女性で 89.9％、男性で 83.5％と女性の方が高くなっています。（図７－２） 
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《配偶者・恋人がいる（いた）方におたずねします。》 

問24 あなたは、配偶者・恋人などから次の（ア）～（セ）のようなことをされたことがあ

りますか。（○は各項目に１つ） 

【女性】

25.3

21.3

93.7

95.6

88.5

81.8

81.4

93.1

82.3

91.6

83.9

90.4

91.0

63.0

82.0

68.1

9.8

9.2

2.9

2.7

3.3

1.9

3.3

4.4

1.0

5.0

5.2

2.3

0.6

1.0

4.0

5.6

11.5

5.2

12.1

11.9

12.9

4.6

11.5

7.7

2.3

4.4

1.5

1.7

1.9

2.1

1.3

1.3

1.3

1.5

1.3

1.5

1.5

1.5

1.5

0.8

(%)
0 20 40 60 80 100

何度もあった

１、２度あった まったくない
無回答

(N=479) 【男性】

18.5

14.2

97.8

98.1

95.7

88.9

94.1

95.4

92.3

92.3

76.2

91.4

95.7

81.8

93.2

83.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.6

0.0

0.0

3.1

1.5

0.6

2.2

0.9

1.5

0.3

0.6

0.3

2.8

8.6

3.4

2.8

6.2

5.2

2.2

4.0

13.9

5.2

1.5

1.5

1.5

1.5

1.9

1.9

1.5

2.2

2.2

1.9

1.5

1.9

1.9

1.5

(ア)命の危険を感じるくらいの暴行

をうける

(イ)医師の治療が必要となる程度の

暴行をうける

(ウ)医師の治療が必要とならない程

度の暴行をうける

(エ)なぐるふりをして、おどす

(オ)あなたがいやがっているのに性

的な行為を強要される

(カ)あなたは見たくないのに､アダル

トビデオやヌード雑誌を見せられる

(キ)暴れて、家具や建具などを壊す

(ク)思い出の品や、大切にしている

ものを壊したり捨てたりする

(ケ)何を言っても長時間無視され続

ける

(コ)交友関係や電話を細かく監視

し、行動を制限する

(サ)生活費を渡さない

(シ)大声でどなられる

(ス)｢だれのおかげで生活できるん

だ｣とか｢かいしょうなし｣と言われる

(セ)その他､傷つくような言葉､人格

を否定されるような言葉を言われる

何度もあった
１、２度あった

まったくない 無回答

(N=324)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

 

 

【図７－３ 配偶者・恋人からの暴力の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者・恋人からの暴力の有無は、「何度もあった」、「１、２度あった」を合わせると、

女性は「（シ）大声でどなられる」で 35.1％、「（セ）その他、傷つくような言葉、人格を否

定されるような言葉を言われる」で 30.5％の人が経験があったと回答しています。男性は

「（ケ）何を言っても長時間無視され続ける」で 21.6％となっています。（図７－３） 
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《全員におたずねします。》 

問25 あなたは、職場や学校、地域などにおいて次の（ア）～（ク）のような行為をされた

り、見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） 

19.5

28.7

52.8

49.3

27.3

14.4

0 20 40 60 80 100

されたことがある

身近で見聞きしたこと

がある

まったくない

(MA%)

(ア)年齢や身体のことについて

不愉快な意見や冗談を言われる

13.3

19.1

19.1

72.7

64.0

1.8

0 20 40 60 80 100

(MA%)

(ウ)身体をじろじろ見られる

3.4

8.4

84.4

3.1

7.5

82.2

0 20 40 60 80 100

(MA%)

(カ)性的なうわさを流される

12.1

78.4

13.9

18.2

64.7

2.6

0 20 40 60 80 100

されたことがある

身近で見聞きしたこと

がある

まったくない

(MA%)

(エ)わざと身体に触られる

5.1

11.4

83.8

79.5

8.8

0.8

0 20 40 60 80 100

されたことがある

身近で見聞きしたこと

がある

まったくない

(MA%)

(キ)しつこく交際を求められる

88.0

88.1

6.0

2.3

4.6

0.5

0 20 40 60 80 100

(MA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

(ク)性的な行為を強要される

14.4

17.8

18.3

71.9

64.2

3.1

0 20 40 60 80 100

(MA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

(オ)宴会などでお酌や

デュエットを強要される

13.3

26.3

60.4

22.5

60.8

6.2

0 20 40 60 80 100

(MA%)

(イ)卑わいな言葉をかけら

れたり、わい談をされる

女性(N=533) 男性(N=388)

 

 

 

 

【図７－４ 職場や学校、地域における性的いやがらせの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場や学校、地域における性的いやがらせの有無は、「されたことがある」は男女ともに

「（ア）年齢や身体のことについて不愉快な意見や冗談を言われる」が最も高く、女性で

19.5％、男性で 14.4％となっています。「身近で見聞きしたことがある」も「（ア）年齢や身

体のことについて不愉快な意見や冗談を言われる」で最も高く、女性で28.7％、男性で27.3％

となっています。（図７－４） 
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問26 あなたは、女性に対する暴力（夫等から妻等に対する暴力＝DVドメスティック・バ

イオレンス、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪など）の被害を受けたとき、誰かに

打ち明けたり、相談します（しました）か。（○はいくつでも） 

46.3

45.4

20.6

15.0

12.2

4.9

7.7

16.0

4.5

2.6

4.5

6.2

0.6

2.1

4.3

1.1

2.1

0.0

3.1

5.2

1.3

5.4

2.1

2.1

8.5

5.9

27.6

25.5

0 20 40 60

友人、知人、職場の人

家族や親戚

学校関係者（教員、スクールカウンセラー

など）

職場の相談窓口

市役所の相談窓口

女性のための総合的な施設(男女共生セン

ター、女性センターなど)

警察・警察の相談窓口

法務局、人権擁護委員

配偶者暴力相談支援センター（女性相談セ

ンターなど）

上記５～９以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関(弁護士・弁護士

会、カウンセラーなど)

医療関係者（医師、看護師など）

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

(MA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

 

 

 

 

【図７－５ 暴力をうけたときの相談相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力をうけたときの相談相手は、男女ともに「友人、知人、職場の人」が最も高く、女性

で 46.3％、男性で 27.6％となっています。次いで「家族や親戚」が女性で 45.4％、男性で

25.5％となっています。（図７－５） 
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問 27 あなたは、女性に対する暴力（DV、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪など）を

なくすために、どのようなことが特に必要だと思われますか。（○は３つまで） 

20.5

31.3

17.3

17.3

53.7

18.0

10.5

10.5

32.2

31.2

26.3

20.1

0.6

1.5

29.5

16.1

23.1

0.8

2.3

9.3

14.7

8.0

8.8

11.9

15.5

47.4

0 20 40 60

「女性に対する暴力」について、社会的な

認識や関心を高める

男性優位の価値観を改める

子どものときから、男女平等や性に関する

教育を充実する

女性が経済的に自立する

法律や制度を充実させる

｢配偶者からの暴力防止法｣や｢ストーカー規

制法｣などの周知を徹底する

犯罪としてもっと厳しく取りしまる

相談体制を充実する

被害者に対する具体的な支援を充実する

加害者に対するカウンセリングなどの対策

を充実する

相談や支援に関する情報提供を進める

その他

必要なことはない

(3LA%)

女性(N=533) 男性(N=388)

 

 

 

【図７－６ 女性に対する暴力をなくすために必要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性に対する暴力をなくすために必要だと思うことは、男女とも「犯罪としてもっと厳し

く取りしまる」が最も高く、女性で 53.7％、男性で 47.4％となっています。次いで、女性

は「子どものときから、男女平等や性に関する教育を充実する」が 31.3％、男性は「「女性

に対する暴力」について、社会的な認識や関心を高める」が 32.2％となっています。 

（図７－６） 
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【図 7-6-1 年代別 女性に対する暴力をなくすために必要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「犯罪としてもっと厳しく取りしまる」は男女とも若年層ほど割合は高

く、20 歳代では女性が 82.0％、男性が 66.7％となっています。「子どものときから、男女平

等や性に関する教育を充実する」は男女とも 60 歳以上で最も高くなっています。（図 7-6-1） 
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0.0

1.1

31.3

17.7

24.0

18.8

30.2

19.8

51.0

19.8

24.0

9.4

7.3

0.0

0.0

30.1

19.1

36.1

20.2

20.8

15.3

42.6

14.8

9.3

9.8

12.0

2.2

1.1

020406080100

(3LA%)

20歳代(N=50)

30歳代(N=109)

40歳代(N=95)

50歳代(N=96)

60歳以上(N=183)

｢女性に対する暴力｣について、

社会的な認識や関心を高める

男性優位の価値観を改める

子どものときから、男女平等や

性に関する教育を充実する

女性が経済的に自立する

法律や制度を充実させる

「配偶者からの暴力防止法」や

「ストーカー規制法」などの周

知を徹底する

犯罪としてもっと厳しく取りし

まる

相談体制を充実する

被害者に対する具体的な支援を

充実する

加害者に対するカウンセリング

などの対策を充実する

相談や支援に関する情報提供を

進める

その他

必要なことはない
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問 28 男女共生センター ローズWAMを利用されたことがありますか。（○は１つ） 
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50.8

46.4

16.7

37.4

4.3

4.1

女性(N=533)

男性(N=388)
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利用したことがある 知っているが、利用したことはない

施設があることを知らなかった

無回答

【女性】
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(%)
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【図８－１ ローズＷＡＭの利用経験の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローズＷＡＭの利用経験の有無は、「利用したことがある」は女性で 28.1％、男性で 12.1％

と女性の方が高くなっています。一方、「施設があることを知らなかった」は女性で 16.7％、

男性で 37.4％と男性の方が高くなっています。（図８－１） 

 

 

【図 8-1-1 年代別 ローズＷＡＭの利用経験の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「利用したことがある」は女性では 40 歳代で 41.1％と高く、男性では

20 歳代で 21.2％となっています。一方、「施設があることを知らなかった」は女性では 20

歳代で 40.0％、男性では 50 歳代で 43.5％と高くなっています。（図 8-1-1） 

 

 

 

 

 

８．男女共生センター ローズＷＡＭについて 
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《問 28で「１．利用したことがある」に回答した方におたずねします。》 

問29 どういったことで利用されましたか。（○はいくつでも） 
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54.7
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ホール、交流サロン、会議室などの利用

ネットワークギャラリー（図書・ビデオ

の貸し出し等）

喫茶「ぱーとなー」の利用

その他

(MA%)

女性(N=150) 男性(N=47)
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その他

(MA%)
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30歳代(N=4)

40歳代(N=9)
50歳代(N=8)
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【図８－２ ローズＷＡＭの利用内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローズＷＡＭの利用内容は、男女とも「ホール、交流サロン、会議室などの利用」が最も

高く、女性で 54.7％、男性で 46.8％となっています。次いで、「ローズＷＡＭ講座、ローズ

ＷＡＭまつりなどに参加」が女性で 37.3％、男性で 34.0％となっています。（図８－２） 

 

【図 8-2-1 年代別 ローズＷＡＭの利用内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「ローズＷＡＭ講座、ローズＷＡＭまつりなどに参加」、「喫茶「ぱーと

なー」の利用」は女性では高年齢層ほど割合は高くなっています。（図 8-2-1） 
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《全員におたずねします。》 

問30 男女共生センター ローズＷＡＭは市民スタッフと協働で運営しています。そのこと

を知っていますか。（○は１つ） 

18.6

13.7

78.6
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2.8

2.8

女性(N=533)

男性(N=388)

(%)
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50歳代
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60歳以上

(183･N･169)
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0 20 40 60 80 100

知っている 知らない 無回答

 

 

 

 

【図８－３ ローズＷＡＭの運営に対する認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

ローズＷＡＭの運営に対する認知度は、「知っている」は女性で 18.6％、男性で 13.7％と

女性の方が高くなっています。（図８－３） 

 

 

【図 8-3-1 年代別 ローズＷＡＭの運営に対する認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「知っている」は男女ともに高年齢層ほど高く、60歳以上で女性は24.0％、

男性は 20.1％となっています。（図 8-3-1） 
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問 31 ローズＷＡＭの市民ボランティアに関心がありますか。（○は１つ） 
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【図８－４ ローズＷＡＭの市民ボランティアに対する関心の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

ローズＷＡＭの市民ボランティアに対する関心の有無は、『関心がある』（「とても関心が

ある」、「まあまあ関心がある」を合わせたもの）という人は女性で 25.2％、男性で 13.7％

と女性の方が高くなっています。一方、『関心がない』（「まったく関心がない」、「あまり関

心がない」を合わせたもの）という人は女性で 40.4％、男性で 54.9％と男性の方が高くな

っています。（図８－４） 

 

 

【図 8-4-1 年代別 ローズＷＡＭの市民ボランティアに対する関心の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、『関心がある』という人は女性では 20 歳代、50 歳代、60 歳以上で高く、

男性では 20 歳代、60 歳以上で高くなっています。（図 8-4-1） 

 

 

 

 

 

 

 


